モンゴルにおける特別学校教員養成のための教育課程についての研究 by SED AYUSHJAV BATKHISHIG
平 成 28年度 学 位 論 文
モ ン ゴル に お け る特 別 学 校 教 員 養 成 の た め の
教 育 課 程 に つ い て の研 究
兵庫 教 育大 学大 学院 学校 教 育研 究科
特別 支 援 教 育 専攻 障 害 科 学 コー ス
L[151071SED AYUSH」AVBATKHISHIG
目次
序章 問題の所在と研究の目的
第 1章 モンゴルの学校教育の背景
第 1節 モンゴルの学校教員養成制度
第2節 現代のモンゴルの教員養成学部における教育課程
第2章 モンゴルの特別学校教員養成制度
第 1節 モンゴルにおける特別学校教員養の成歴史的背景
第2節 モンゴルの特別学校教員養成制度の現状
第3節 モンゴルの特別学校教員養成学部の教育課程
第3章 日本の特別支援学校教員養成教育課程について
第 1節 日本の特別支援教育
第2節 日本の特別支援教育教員養成制度
第3節 大阪教育大学の特別支援教育教員養成課程
第4章 モンゴルにおける特別教育教員養成教育課程における課題と展望
第 1節 両国の特別支援教育教員養成教育課程の異同
第2節 今後の課題と展望
参考文献
3
3
8
14
14
18
26
37
37
40
45
49
49
52
序 章 問題 の所在 と研 究 の 目的
2013年よ り 、 モ ン ゴ ル 国 立 教 育 大 学 (MONGOLIAN NAT10NAL
UNIVERSITY OF EDUCAT10N以下 「MNUE」と す る )に特 別 教 育 教 員
養 成 の 専 門 教 員 コ ー ス が 設 置 され た 。 特 に 、 特 別 学 校 で 指 導 す る
専 門 教 員 の 養 成 を 目的 とす る 学 部 制 度 が 設 け られ て い る。 障 害 に
対 す る 知 識 を 身 に 付 け る 専 門 教 員 を養 成 す る た め 、MNUEは、 どの
よ うな 教 育 カ リキ ュ ラ ム に よ つ て 、 どの よ うな 授 業 の 方 法 を 探 用
し、 ど の よ うに して 卒 業 生 を 特 別 学 校 現 場 へ 繋 げ る か 、 具 体 的 に
構 築 して い く必 要 が あ る。MNUEはこれ ま で 、一 般 の 教 育 教 員 養 成
制 度 しか な か つ た た め 、 特 別 教 育 教 員 養 成 の 教 育 課 程 に つ い て も
作 る に あ た っ て も これ を 基 に 作 成 して き て い る。 そ の 特 別 教 育 教
員 養 成 課 程 を 担 当 した 者 は MNUEの数 名 の 教 員 で あ る が 、 彼 らは
元 々 旧 ソ連 や 他 の 国 の 大 学 の 卒 業 生 で あ り、 1962年か ら 1996年
ま で 続 い た 派 遣 留 学 生 制 度 の 対 象 者 で あ っ た 。 こ の 制 度 の 終 了 後
に は 、 モ ン ゴル で は 、 障 害 児 を 指 導 す る 「専 門 教 員 」 は 養 成 で き
な くな つ て い た 。
石 倉 (2014)は、「モ ン ゴル に は 特 別 学 校 教 員 の 養 成 課 程 が な
い た め に 、 特 別 学 校 に 勤 務 す る 教 員 の 免 許 所 持 の 構 成 は 次 の よ う
に な っ て い る。Primary School(小学 校)教員 30%、Secondary
Scho01(中学 ・ 高 校 )教員 が 33%、Defecto10gist(PT,OT,ST
の よ うな 治 療 者 )12%、そ の 他 (Others)25%であ る。 学 校 で 働
く Defectologistは教 師 の 位 置 づ け で あ る 」 と示 した 。
ま た 、 向 井 (2012)は、 特 別 教 育 を 担 う教 員 は 、 か つ て は ソ連
を 中 心 に ハ ン ガ リー な ど東 欧 諸 国 に 留 学 し、 専 門 家 と して 活 躍 し
て い た 教 員 が い た が 、 最 近 は 彼 らが 高 齢 とな り、 次 々 に 退 職 した
結 果 、 特 別 教 育 を 学 ぶ こ とが 難 しい 状 況 に あ る と述 べ て い る。
と こ ろ が 、2013年10月に 、 モ ン ゴル 教 育 文 化 科 学 省 令 (省令
番 号 :la/5906)には 、 特 別 教 育 教 員 の 養 成 に 関 す る 規 定 が 盛 り
込 まれ た 。MNUEでは そ れ を 受 け 、特 別 教 育 教 員 の 養 成 に 向 け た 新
た な 教 育 課 程 整 備 が 求 め られ て い る。
本 研 究 で は 、MNUEにお け る 特 別 教 育 の 専 門 教 員 養 成 に 関 す る養
成 教 育 課 程 とそ の 意 義 に つ い て 、 通 常 教 育 ・ 特 別 教 育 の モ ン ゴル
の 教 育 史 や 教 員 養 成 史 の 考 察 を 通 して 、 モ ン ゴル の 教 育 に 関 す る
考 え 方 を 明 らか に し、MNUEの特 別 学 校 教 育 教 員 養 成 の 現 状 か ら間
題 点 を 抽 出 す る。 そ の 問 題 点 の 解 決 の た め に 、 日本 の 特 別 支 援 学
校 教 員 養 成 の 教 育 課 程 を 参 考 に 課 題 と展 望 を 導 き 出 す こ と を 目
的 とす る。
そ こ で 本 研 究 で は 、 こ う した 背 景 状 況 を 元 に MNUEにお け る 特
別 教 育 教 員 養 成 の た め の 教 育 課 程 を 検 討 す る に あ た り、 日本 の 特
別 支 援 学 校 教 員 養 成 制 度 との 比 較 を 行 う。 そ れ を 基 に 今 後 の モ ン
ゴ ル の 特 別 教 育 教 員 養 成 の 取 り組 み が ど の よ う な 教 育 課 程 で あ
るべ き か を検 討 す る。
な お 用 語 に つ い て 本 論 文 で 使 用 す る 「特 別 教 育 教 員 」 (モン ゴ
ル 語 の 名 称 :TycFaЙ 6oЛoBcpOЛЫH 6aFШ)とは 、 日本 の 「特 別 支
援 学 校 の 教 員 」 と 同 意 義 とす る。
モ ン ゴル で は 「特 別 支 援 教 育 」 と は 「特 別 教 育 」 と 同 義 の 意 味
で 使 わ れ て い る。 これ は 、 特 別 学 校 に 在 籍 す る 子 ど も の 教 育 を 主
に 指 す 。 た だ し、「特 別 支 援 教 育 」 と い う 日本 語 表 記 か らモ ン ゴ
ル 語 の 表 記 に 直 す と 「特 別 支 援 教 育 」 に は な ら な い 。「TycFaЙ
ДЭMЖЛЭ「T6oЛoBcpOЛ」 とな る が 、「支 援 」 とい う表 記 の 理 念 は モ ン
ゴル で ま だ 導 入 され て な い た め で あ る。 そ の た め 本 研 究 で は 、 第
1章と第 2章を 「特 別 教 育 」 と使 用 し、 第 3章で は 「特 別 支 援 教
育 」 と使 用 す る こ と に した 。
第 1章
第 1節
モ ンゴル の学校 教 育 の背景
モ ンゴル の学 校 教 員養 成制 度
1.モン ゴル の 学 校 教 育 の 始 ま り
モ ン ゴル に お け る 「学 校 教 育 」 を 紹 介 す る に は 、 1691年か ら
19H年ま で の 「清 朝 支 配 下 時 代 」の 歴 史 が 深 く 関 連 す る。筆 者 が
こ こ で い う 「学 校 教 育 」 と は 「一 般 教 育 」 を 意 味 す る。
モ ン ゴル は 、 歴 史 的 に 6つに 分 け られ る。
① 1206年か ら 1368年ま で :「世 界 で モ ン ゴル 帝 国 期 」 とい う
チ ン ギ ス ハ ー ンが モ ン ゴル 高 原 を統 一 し民 族 を形 成 し始 め
た とき か ら元 朝 が 崩 壊 す るま で。
② 1368年か ら 1691年ま で :「モ ン ゴル 高 原 で の独 立 時 代 」(オ
イ ラ トモ ン ゴル 、 東 西 モ ン ゴル)対立 の 時 代 。
③ 1691年か ら 1911年ま で :「清 朝 支 配 下 の 時 代 」。
④ 1911年か ら 1921年ま で :モン ゴル 革 命 の起 こ っ た 「ボ グ
ドハ ー ン」 制 モ ン ゴル 時 代 。
⑤ 1921年か ら 1992年ま で を社 会 主 義 時 代
⑥ 1992年以 降 の 民 主 主 義 国 と して の モ ン ゴル 国 資 本 主 義 時 代
とな る (萩原 ,2006)。
小 出 (2010)は、「モ ン ゴル に は古 くか ら教 育 につ い て の 3つ
の 方 針 が あ る。 第 1は,政治 家 や 軍 人 を育 て て き た 男 子 中 心 の
教 育 で あ り,ジン ギ ス カ ン時 代 の教 育 が基 本 的 にそ うで あ る。 第
2はラマ 教 寺 院 に よ る宗 教 教 育 で あ る。 医 学・ 薬 学 0数学 。天 文
学 な どの科 学 分 野 の人 間 も養 成 して きた。 宗 教 はモ ン ゴル 教 育 の
基 本 で あ つ た 。 第 3は家 庭 内 教 育 で あ り、 職 業 教 育 の基 礎 が こ
こに あ つ た。 木 工や 金 銀 細 工 な どの ものづ く りや 、識 字 教 育 も こ
こで行 われ た 」 と述 べ て い る。
仏 教 を、モ ン ゴル 人 の 共 通 の信 仰 と して支 援 した 16世紀 末 以
来 、仏 教 の教 えや 戒 律 は 、 モ ン ゴル 遊 放 民 の 習 慣 や 社 会 、 教 育 、
そ の他 さま ざま な活 動 に大 き な影 響 を与 えた。 チベ ッ ト仏 教 の モ
ン ゴル 版 は ラ マ 教 と呼 ば れ 、 そ の 僧 侶 は ラ マ 僧 と して 知 られ て い
る。 満 州 皇 室 の 寛 大 な 政 策 の も と、 モ ン ゴル の 教 会 組 織 は 大 き く
成 長 し 、 国 家 の 中 の 国 家 と 言 わ れ る ほ ど に な つ た (バ トバ ヤ
ル ,2002)。
モ ン ゴル が 独 立 を 失 い 清 朝 皇 帝 の 支 配 に 入 つ た 17世紀 末 に 、
シ ャ リー ン 宗 教 ШapЫH ШaШИHが急 速 に 拡 大 し、 モ ン ゴル 人 の 基
本 的 な 宗 教 と して 盛 ん に な つ た (『モ ン ゴル 国 史 』全 四 巻 ,MoH「oЛ
yЛCЫH TYYX IV 6oTЬ,2003)。
清 朝 支 配 下 時 代 の 「学 校 」 に つ い て 現 在 知 られ て い る 史 料 に よ
る と、 モ ン ゴル で 一 番 初 め と思 わ れ る 学 校 設 立 は ホ ブ ド・ ウ リア
ス タ イ (XoBД yЛИacTaЙ・ 県 の 名 称)1921年前 後 で 始 ま っ た 。1921
年 に は モ ン ゴル 人 民 革 命 党 。政 府 に よ つ て 国 民 学 校 設 立 が 決 定 さ
れ 、 学 校 規 則 も制 定 され た 。 学 校 の 内 容 とは 、 オ オ ル ド (OOЛД・
モ ン ゴル の 少 数 民 族 の 名 称 )、 ミ ャ ン ガ ド (MЯH「aД O少数 民 族 の
名 称)の 20人を 集 め 、 モ ン ゴル 文 字 とマ ン ジ ュ 語 (満州)を教
え て い た 。 これ ま で に 、 18世紀 の 70年代 ご ろ か らモ ン ゴル で は
い くつ か の 学 校 が 設 立 され 、 そ こ に は モ ン ゴル に 対 す る 清 朝 の 教
育 行 政 を 監 督 す る 人 (TYШMЭД°今 で い う公 務 員)を育 て る 目的 を
持 つ て い た 。
当 時 の 官 僚 は 1776年に トシ ェ ー トハ ン ア イ マ グ (TYШЭЭT XaH
aЙMa「。当 時 の 県 の 名 称)のい くつ か の ホ シ ュ ー (xoШyy・郡)地
方 へ 送 つ た 書 面 の な か に 「ホ シ ュ ー 地 方 に ビチ ュ グ イ ン・ ス ル グ
ー リ (6ИЧ「ИЙH cypFyyЛЬ。文 字 の 学 校)を設 立 す る 」 よ う命 じた
も の が あ っ た 。1776年か ら 1781年に か け て そ の ホ シ ュ ー (xoШyy
地 方 )に、 ビチ ュ グ イ ン ・ ス ル グ ー リ (6ИЧ「ИЙH cypFyyЛЬ。文 字 の
学 校 )が設 け られ た 。 そ れ ぞ れ の ス ル グ ー リに 幼 い 子 ど も 2人～
10人の 男 児 が 、マ ン ジ ュ 語 を 学 ん で い た 。 ビチ ュ グ イ ン・ ス ル グ
ー リの 就 学 期 間 は 6ヶ月 間 で マ ン ジ ュ語 と さ ら に モ ン ゴル 語 を 学
ん だ 。 こ う して 、 清 朝 は マ ン ジ ュ 文 字 を 広 げ よ う と した が 1790
年 ま で とな り、 長 く続 か な か っ た 。 マ ン ジ ュ語 とモ ン ゴル 文 字 を
学 ん だ 子 ど も た ち は 、 地 元 に 普 及 させ る た め に 地 方 に 帰 り、 新 た
に 学 校 を 作 つ た 。 これ が 、 1898年10月に ネ ゲ ン・ ア ル バ ニ ・ ス
ル グ ー リン・ ゲ ル (HЭ「ЭH aЛ6aHЫ cypFyyЛИЙH FЭp e事業 用 学 校 の
グ ル )教育 の は じ ま りで あ つ た (『モ ン ゴル 国 史 』全 四 巻 ,MoH「oЛ
yЛCЫH TYYX IV 6oTЬ, 2003)。
バ トゲ レル (2013)は、「遊 牧 民 文 化 を も つ モ ン ゴ ル で 古 く か
ら伝 わ る教 育 形 式 の 家 庭 教 育 で あ る。 家 庭 教 育 と は 、 知 識 教 育 と
生 活 教 育 に 分 け る こ とが で き る。 読 み 書 き教 育 は 、 家 庭 で 親 が 子
ど も に 読 み 書 き を 教 え る 、 さ も な け れ ば 文 字 を 知 つ て い る 人 が 、
兄 弟 や 従 兄 弟 、隣 家 の 子 ど も た ち に 、家 で 読 み 書 き を 教 え て い た 」
と記 して い る。
2。「宗 教 教 育 」 か ら 「公 教 育 」 ヘ
こ う した 長 い 歴 史 の 中 で 「ゲ ル 教 育 」 が 盛 ん に な っ た 。 ゲ ル と
は 、 昔 か らモ ン ゴル 人 が 暮 ら して き た 移 動 式 住 居 の こ と で あ る が 、
そ こ で 識 字 教 育 を は じめ 、 生 活 に 必 要 な さ ま ざ ま な 知 識 を 与 え て
き た 。 そ の 「ゲ ル 教 育 」 は 、 主 に 1対1の指 導 に 特 徴 が あ り、 多
くて も 1対 2、 3人で 、 ま さ に 師 匠 と弟 子 の 関 係 に あ つ た (ボロ
ル マ ,2005)。「ゲ ル 教 育 」 と は 「家 庭 教 育 」 と 同 じ意 味 で あ る。
19H年,辛亥 革 命 が 起 こ り,清朝 の 支 配 か ら離 脱 す る と,モン
ゴ ル は 独 立 を 宣 言 し て 共 戴 モ ン ゴ ル 国 と い う新 し い 政 権 を 樹 立
した 。 共 載 と は,チベ ッ ト仏 教 の 権 威 とチ ン ギ ス ・ ハ ー ン の 権 威
の 双 方 を 戴 く とい う意 味 で あ る。1912年の 初 め,共戴 モ ン ゴル 国
政 権 は,西部 に 国 防 機 関 を 設 け,首相 の ジ ャル ハ ン ズ ・ ホ トク ト
活 仏 を 鎮 撫 使 と して 派 遣 した (Nyamdorj 2006:69-71p;モン ゴ
ル 科 学 ア カ デ ミー 歴 史 研 究 所 (1988,158p)。
しか し、 独 立 は 長 く続 か な か つ た 。 1912年中 国 で は 「清 」 国
が 倒 れ 、「中 華 民 国 」が 成 立 、1915年に は そ の 中 華 民 国 と ロ シ ア 、
モ ン ゴル の 三 国 で 「キ ャ フ タ 協 定 」 が 締 結 され 、 モ ン ゴル の 独 立
は 取 り消 され た 。 こ の 協 定 は 中 華 民 国 を 盟 主 とす る 「宗 主 権 」 下
で ハ ラ ハ モ ン ゴル に 限 定 した 自治 が 認 め られ 、 権 益 は ロ シ ア が 握
る とい う も の で あ っ た 。 こ の よ うな 背 景 が あ り 2大国 の 圧 力 に よ
る干 渉 を は ね の け る 力 は 、独 立 した ば か りの ボ グ ドハ ー ン 政 権 に
は な か つ た 。さ ら に 、1917年の ロ シ ア 革 命 に 始 ま る 三 年 間 は 「激
動 の 時 代 」の 始 ま りで あ つ た 。1919年ロ シ ア の 混 乱 に 乗 じて 中 華
民 国 が ダ ー ・ フ レー (現在 の ウ ラ ン バ ー トル)に兵 を 進 め 、 ハ ラ
ハ モ ン ゴル の 自治 権 を 撤 廃 、 そ の 後 ロ シ ア の 内 戦 で 敗 れ た 白軍 の
ウル ゲ ン・ シ ュ テ ンベ ル グ 男 爵 は ボ グ ドハ ー ン を 皇 帝 とす る愧 儡
政 権 を 樹 立 し恐 怖 政 治 を 敷 い た (バトゲ レル ,2013)。
1921年、モ ン ゴル 革 命 運 動 家 た ち は ジ ェ ブ ツ ン ダ ン バ・ ホ トク
ト活 仏 を 首 長 に す る モ ン ゴ ル 制 限 君 主 制 新 人 民 政 府 を 樹 立 した
(ノlヽ長 ,2013)。
こ の よ うに モ ン ゴル は 、清 朝 支 配 下 時 代 に 220年間 も 置 か れ て
き た こ と に よ り、 清 朝 帝 国 に よ る仏 教 が 隆 盛 に な っ た 。 した が っ
て 、 これ ま で の グ ル 教 育 の 歴 史 は 「公 教 育 」 ま で 広 が ら な か つ た
と考 え られ る (Sharkhuu,1965)。
1921年11月、 ソ連 。モ ン ゴル 相 互 友 好 条 約 が 調 印 され る と、
ソ ビエ ト赤 軍 は 正 式 に モ ン ゴル 人 民 党 義 勇 軍 と連 合 し、 封 建 領 主
や 外 国 侵 略 者 の 勢 カ ー 掃 を は か っ た 。
1922-1924年、 モ ン ゴル 全 国 で 人 口 、 家 畜 の 調 査 が 実 施 され 、
郡 や バ グ な ど 下 位 行 政 区 が 設 け られ 、 商 業 、 工 業 、 牧 畜 、 耕 作 、
林 業 を 統 轄 す る 経 済 省 を 新 設 す る な ど、 旧 来 の 体 制 が 刷 新 され た
(モン ゴル 科 学 ア カ デ ミー 歴 史 研 究 所 1988、205p)。旧 来 の 勢
力 を 弱 体 化 させ る た め 、 領 主 の 世 襲 が 廃 止 され 、 隷 属 民 が 解 放 さ
れ 、 遊 牧 民 が 所 属 す る領 域 を 越 え る移 動 が 自 由 に な つ た (モン ゴ
ル 科 学 ア カ デ ミー 歴 史 研 究 所 1988、198-202p)。
1924年8月に 、第 3回人 民 革 命 会 議 (MAXH―ЫH Ⅲ Иx xypaЛ)
に お い て 、「国 民 へ 識 字 教 育 の 教 示 」 が な され 、 す べ て の 国 民 を
識 字 者 とす る た め の 対 策 が 開 始 され た 。 教 員 と して 、 短 期 学 校 の
形 で 伝 統 的 な 教 育 法 で あ る 「グ ル 教 育 」 と して 読 み 書 き を 身 に 付
け て い る者 を 中 心 に 置 い た 。彼 らは 遊 牧 民 や ナ ム 、エ ブ レル (HaM,
ЭBЛЭЛ・ 党 、 組 合 )、 軍 事 組 織 、 女 性 の 団 体 等 に 所 属 して い る 人 た
ち に 教 え た 。学 習 は 週 2回か ら 3回行 い モ ン ゴル 文 字 を 4ヶ月 間
学 ば せ た 。 生 徒 に 読 み 書 き だ け で な く 、「手 紙 を 書 く」、「記 録 す
る 」、「簡 単 な 計 算 」 も で き る 力 を 付 け させ た 。 (『モ ン ゴル 国 史 』
全I巻、 MoH「oЛ yЛcЫH TYYX V 6oTЬ,2003)。
1924年11月に 開 催 され た 第 1回国 家 大 会 議 に お い て 、 国 家
憲 法 が 承 認 され 、 モ ン ゴル 人 民 共 和 国 の 建 国 が 宣 言 され た 。 こ こ
に 、 ソ連 に 続 い て 世 界 で 2番目の 社 会 主 義 国 が 誕 生 した 。
こ の よ うな 歴 史 的 背 景 で 、1925年に 開 か れ た 第 2回全 国 教 員 会
議 に お い て 、 最 初 の 教 育 プ ロ グ ラ ム が 承 認 され 、 国 家 基 準 と して
教 育 計 画 、 授 業 カ リキ ュ ラ ム が 定 め られ 、 こ の 会 議 に お い て 、 小
学 校 の 教 育 計 画 が 承 認 され た 。 そ の 翌 年 の 1926年に 開 か れ た 人
民 革 命 党 第 5回党 大 会 お よ び 第 3回人 民 大 会 義 に お い て 「国 民 教
育 発 展 の た め の 十 力 年 計 画 」(1926-1935年)が発 表 され た (高
橋 ,2010)。
教 育 省 (現代 の 文 化 ・ 教 育 。科 学 省)から 1986年に 定 め られ
た 規 則 で は 、「caЙH ДypЫH cypryyЛЬ。ボ ラ ン テ ィ ア 学 校 」 を 毎 年
の 5月 1日か ら 10月1日ま で に 始 業 し、そ こ に は 8歳か ら 15歳
の 子 ど も た ち を 通 わ せ る こ と とな っ た 。 ボ ラ ン テ ィ ア 学 校 は 、 子
ど も に 読 み 書 き を 教 え る 目的 で あ つ た 。こ の 結 果 、1941年の 時 点
で は 学 校 年 齢 に 適 応 す る 子 ど も の 約 20%に小 中 等 部 に 対 応 す る
学 校 教 育 を 与 え た 。1944年の 状 態 で は 304学校 が 開 始 され て お り、
そ の 中 の 209校に 建 物 が あ り、95校が ゲ ル の 中 で 教 育 を して い た 。
1940年ま で に は 、旧 ソ連 支 援 に 基 づ い て モ ン ゴル の 全 国 に 多 く
の 学 校 が 建 設 され た 。
しか し、 小 学 校 の 教 育 経 営 に は 次 々 と課 題 が 明 らか に な っ た 。
例 え ば 、 指 導 す る バ グ シ (6arШ・ 師 匠 、 今 で もバ グ シ の ま ま 使 わ
れ 、 日本 で い う先 生 と い う意 味 )の知 識 が 浅 い 、 指 導 方 法 が 不 十
分 、 教 育 計 画 に そ ぐわ な い 、 子 ど も た ち が 、 学 校 か ら逃 げ 出 す と
い つ た 様 々 な 問 題 で 追 い 込 ま れ た (『モ ン ゴ ル 国 史 』 全 五 巻 ,
MoH「oЛ yЛcЫH TYYX V 6oTЬ, 2003)。
第 2節 現 代 の モ ンゴル の教 員養 成 学部 に お け る教 育 課程
1.学校 教 員 養 成 の 始 り
1921年に は 首 都 ウ ラ ン バ ー トル に 最 初 の 小 学 校 が で き 、翌 年 に
は 地 方 に 10校以 上 が 開 設 され て い る。 ま た 、 1923年に モ ン ゴル
初 の 普 通 教 育 学 校 と して 「 ウ ラ ンバ ー トル 市 国 立 第 一 学 校 」 が 建
設 され た 。
こ の 時 代 の 小 学 校 で は モ ン ゴル 語 、 算 数 、 地 理 、 歴 史 を は じめ
と して 8科目が 教 え られ て い た が 、 授 業 要 綱 や 教 育 計 画 は な く、
ま た 教 師 の 質 と 数 の 不 足 に よ リモ ン ゴ ル 語 と 算 数 に 限 られ る こ
と も多 々 あ つ た と言 わ れ る (宮前 ,2009)。
モ ン ゴル に お け る 学 校 教 員 養 成 は MNUEと関 連 が 深 い 。MNUE
で 初 め て の 教 員 養 成 教 育 は 、 モ ン ゴル 語 、 文 学 、 数 学 、 歴 史 、 自
然・ 科 学 の 専 門 教 員 8人と 212人の 学 生 、2000冊の 教 科 書 で 1951
年 に 開 始 され た 。
2。 モ ン ゴル 国 立 教 育 大 学
1921年に 革 命 党 が モ ン ゴル 独 立 宣 言 を して 以 来 、共 産 主 義 に 基
づ く、 教 育 は 旧 ソ連 の 影 響 を 受 け 発 展 した 。 そ の 中 で 1951年に
「国 立 師 範 機 関 」 と い う名 前 で 設 立 され た 歴 史 を も つ て い る 。
1953年に 53人の 教 員 を 卒 業 させ て 以 来 、1990年に 国 立 師 範 大 学
に 変 更 と な り、2003年に モ ン ゴル 国 立 教 育 大 学 と広 大 に な り、
2015年の 段 階 で は 598人の 教 授 と 13900人の 学 生 が い る。MNUE
は 98%の教 員 養 成 教 育 を 専 門 とす る 唯 ― の 国 立 大 学 と な つ た 。
現 在 は 、 幼 稚 園 、 初 等 中 等 部 、 高 等 部 ま で の 教 員 を 養 成 す る 総
合 教 員 養 成 大 学 と な つ て い る。
MNUEの学 長 に よ る と、「モ ン ゴル 人 は 、 師 匠 と弟 子 の 関 係 に お
い て 教 員 養 成 して き た 千 年 の 歴 史 的 ・ 伝 統 的 な 価 値 観 を 受 け つ い
で き た 」 と総 括 され て お り、MNUEは、教 職 教 員 の 人 材 育 成 を 質 的
に 果 た して き た ナ シ ョナ ル 教 員 養 成 大 学 と な つ て い る。
2014年に MNUEを発 展 させ る た め の 新 しい 政 策 を 計 画 し、 政 策
方 針 の 改 革 が 始 ま っ て い る。 次 の 5点が 方 針 の 改 革 と して 挙 げ ら
れ て い る。① MNUEの教 育 理 念 :アジ ア 地 域 に 競 争 で き る 教 育 の 研
究 資 源 場 と して 中 心 の 教 育 機 関 を 目指 す 。② MNUEの目標 :子ど も
一 人 一 人 の 成 長 を 促 す 能 力 の あ る 教 員 養 成 を 目指 す 。 専 門 性 の あ
る教 員 を 提 供 す る。 ③ MNUEのミ ッ シ ョ ン :教職 教 員 の 質 で ア ジ ア
に 競 争 感 が あ る 大 学 を 目指 す 。④ MNUEの教 育 目的 :グロー バ ル 社
会 に 通 じ る教 育 課 程 を 充 実 す る こ と を 目指 す 。 全 国 で は 教 育 研 究
リー ダ ー セ ン タ ー ヘ ロ指 す 。 教 育 の IT利用 活 動 と して は トップ
リー ダ ー を 目指 す 。 地 域 の 人 々 へ 認 知 させ る オ ン ラ イ ン サ ー ビス
の 提 供 を 目指 す 。⑤ MNUEのモ ッ トー :Transformative Teacher To
Key of Development Transformative Teacher と は 佃五1直織lがzら る 、
知 識 を 作 る 、 能 力 を提 供 す る 教 員 を い う。
以 下 、 新 教 育 目標 を 図 1で示 す 。
子 ども一 人 一 人 の成 長 を促 す
意 識
子 ども一 人 一 人 が 異 なる
年 齢 が 同 じでも
子 どもをありのまま
受 容 す る
子 ども一 人 一 人 がメリット
と特 性 もつて い る
活 動
子 ども一 人 一 人 を
評 価 す る(診断 す る)
評 価 は 子 どもの 成 長 発
の 基 礎 となる
子 ども一 人 一 人 を成 長 発 達
させ るに は現 在 ある能 力
か ら促 してい く
図 l MNUEの新 教 員 目標 (モン ゴ ル 国 立 教 育 大 学 ・ 資 料 ,2014)
MNUEの学 長 は 、 同 大 学 の 問 題 点 も指 摘 して い る。 そ れ は 、「学
生 の 時 に 心 理 学 の 大 き な 理 論 ば か り聞 い て 、 大 き な 理 論 本 か ら移
し書 く勉 強 ば か り して い る 。 教 員 達 は 、 難 解 な 理 論 を 言 い 続 け 、
犬 や 豚 に 実 験 した 結 果 ば か りを 教 え 続 け て お り、 子 ど もへ の 調 査
や 、 そ の デ ー タ に 基 づ く成 果 を 定 義 す る な ど、 実 際 の 教 育 現 場 で
どの よ うに 充 実 させ る か に つ い て 教 え て な い 」 こ と で あ る。
卒 業 生 が 身 に 付 い て い な い 能 力 の 程 度 を 、「教 育 内 容 の 作 成 力
24%、教 育 の 技 術 力 30%、生 徒 の 学 習 過 程 の 評 価 力 24%、教 育
課 程 の 評 価 力 22%、自 己 評 価 力 が 27%、自分 自身 で 発 達 す る能
力 27%」と指 摘 して い る。
MNUEは、新 時 代 の 「モ ン ゴル 教 員 」 の モ デ ル を 図 2のよ うに つ
く り直 して い る。「モ ン ゴル 教 員 」 と は 、幼 ・ 小 。中 。高 等 教 育 、
そ れ か ら大 学 ま で の 教 員 を 指 す 。
:F]分野に関して
′ て
と個 人に関して
態 度 に関して
図 2 MNUEの新 教 員 モ デ ル (モン ゴ ル 国 立 教 育 大 学・資 料 ,2014)
MNUEでは,就学 前 教 育 教 員 の 97%、初 等 教 育 教 員 の 90%、中
高 等 学 校 教 員 の 80%に達 す る教 員 人 材 を 育 成 。卒 業 させ て い る
(バトナ サ ン ら,2015)。
.法律 上 の 整 備
2002年に 定 め られ た 「初 等 中 等 教 育 法 」 に は 、教 員 は 次 に 掲 げ
目標 の 達 成 に 努 め な け れ ば な らな い と記 され て い る。
専 攻 してしヽ る専
教 貫 こ震 じ
?＝?
?
?
〓
?
? 社会
? ?
?
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第 4条1項:母
表
第 4条1項2
第 4条1項3
第 4条1項6
第 4条1項7
第 4条2項:初
知
国 語 の 使 い 方 を 正 し く話 す 、 意 図 を 分 か りや す く
現 で き る 、 読 む 、 書 く力 を 養 う こ と。
計 算 す る 、 そ れ を 日常 生 活 の 中 で 使 用 す る 能 力 を
養 う こ と。
美 術 、 心 優 しい 、 国 家 の 現 状 と伝 統 文 化 を 身 に つ
け させ 、 健 康 の 知 識 を 養 う こ と。
自分 と他 者 の 労 働 を 重 ん ず る 態 度 、 公 正 な 協 力 し
合 う精 神 を養 う こ と。
自 主 及 び 自律 の 精 神 を 養 う こ と。
等 教 育 内 容 に 適 当 で あ れ ば 、 外 国 語 と情 報 処 理 の
識 を 養 う こ とが で き る。
4.教員 養 成 教 育 課 程
MNUEにお け る 「教 員 。初 等 教 育 教 員 養 成 教 育 課 程 」 を 4年間 で
修 得 す る 科 目内 容 を 表 1に示 す 。
表 l MNUEにお け る 「教 員・ 初 等 教 育 」 教 育 課 程 及 び 単 位
1年生 ′単 位 28 2年生 ノ単 位 34 3年生 ノ単 位 32 4年生 ノ単 位 26
必 修 科 目/28
教 職 概 論 /1
人 間 性 心 理 学 /2
モ ン ゴ ル 語 /3
理 論 学 史 /2
創 作 活 動 /1
体 育 /2
英 語 /3
教 育 心 理 学 /2
音声言語・及び文章表ノ2
文 学 /1
数 学 論 。論 理 学 ノ2
情 報 処 理 /2
モン ゴル歴 史・ 文化ノ3
被 災 予 防 /1
学 校 観 察 実 践 /1
必 修 科 目/29
教 育 指 導 概 論 /3
辞 書 論 /2
代 数 学 ・ 幾 何 学 /3
工 芸 ・ 技 術 法 論 /2
書 論 /2
教 育 指 導 法 /2
国 語 指 導 論 /2
言語 の理解 と表現/2
数 学 指 導 論 /2
有 理 数 /2
インクルーシブ教育概論′2
専 攻 授 業 ノ2
実 践 研 究 /3
選 択 科 目/4
必 修 科 目/31
研 究 方 法 /2
国 語 文 法 /2
数量・ 数学指導論/3
人 間 と 環 境 /3
教 育 概 論 /1
専 攻 授 業 /4
初 等 総 合 学 習 論 ノ3
国 語 の 文 字 論 /2
幾 何 学 的 寸 法 /3
自 然 科 学 /3
准 学 習 実 習 /3
教 育 実 践 /3
選 択 科 目/4
必 修 科 目/23
初等総合指導論′3
事 例 分 析 法 /3
公 民教育 。道徳/2
専 攻 授 業 ノ2
児 童 文 学 /2
教 科 別 活 動 /2
生き方の学習,活動。方法11
人 間 と社 会 /2
指 導 実 践 /4
選 択 科 目/4
卒業論 文か試験′2
選 択 科 目/4
БA「Ш,BAFA BOЛOBCPOЛ"・ЫH cypraЛTЫH xoTOЛ6ep2016, 日本 語 訳
教 員 。初 等 教 育 の 教 育 課 程 (MNUE, 2013)
2002年に 制 定 され た 高 等 教 育 法 第 8.7条で は 、取 得 す る 学 士 単
位 は 120であ る と定 め られ て い る。 卒 業 者 は 、す べ て に 対 す る 教
員 資 格 が 受 け られ る。 しか し、2013年に 教 育 文 化 科 学 省 令 に お い
て 転 換 され た 「教 員 の 上 位 資 格 に 関 す る規 定 」 の 第 4.1条が 出 さ
れ 、大 学 を 卒 業 後 1年間 の 教 員 指 導 経 験 を しな け れ ば 通 常 学 校 で
指 導 す る 資 格 が 与 え られ な い こ とに な つ た 。
モ ン ゴル の 場 合 、 通 常 学 校 は 小 。中・ 高 一 貫 制 の 6-3-3の
12年制 (2011年か ら)であ り、 中 等 教 育 の 教 員 は 中 ◆高 で 区 別
され て い な い 。
モ ン ゴル の 教 員 養 成 制 度 の 特 徴 は 、 各 学 部 に お い て 教 員 養 成 が
行 わ れ て い る とい う点 で あ る。 た と え ば :物理 の 教 員 に な りた い
人 は 物 理 学 部 、 英 語 の 教 員 に な りた い 人 は 外 国 語 学 部 に 入 る とい
う仕 組 み で あ る。 そ の た め 単 科 大 学 で は 、 英 語 の 教 員 、 あ る い は
ITの教 員 の み の 養 成 と い っ た 大 学 が 続 出 し初 等 教 育 教 員 養 成 よ
り中 等 教 育 教 員 養 成 の 方 が 数 は 圧 倒 的 に 多 くな っ て い る (ボロル
マ ,2009)。
?
?
第 2章
第 1節
モ ンゴル の特 別 学校 教 員養 成制 度
モ ンゴル に お け る特 別学校 教 員養 成 の歴 史 的背 景
20世紀 の 後 半 に モ ン ゴル で は 人 口が 急 速 に 増 加 し、読 み 書 き が
で き な い 人 の 数 が 増 え て き た 。 これ は 知 的 障 害 児 、 脳 性 麻 痺 の 病
気 を も つ て い る 子 ど も 、 話 せ な い 、 聞 こ え な い 子 ど も の 数 が 大 量
に 増 え て 、彼 ら の た め に 特 別 な 教 育 が 必 要 と され た が 、基 本 的 に 、
1960年ご ろ ま で 特 別 教 育 が 必 要 な 子 ど も た ち へ の 対 応 は ま っ た
くな され て い な か っ た Alimaa.D(2014)。
そ こ で 1967年11月16日に 知 的 障 害 児 を 指 導 す る 第 25特別 学
校 が 設 け られ た 。 ち な み に 、 国 立 学 校 の 名 前 は 基 本 的 に 番 号 で 示
され て い る。ハ ン ガ リー に 留 学 して き た Mijidochir・Batkhuuが
通 常 学 校 の 勤 務 経 験 が あ る 5人の 教 員 と一 緒 に 、66人の 子 ど も を
入 学 させ た こ とが 特 別 学 校 の 始 ま り とな っ た 。
1970年ご ろ 、 第 25学校 か ら広 が っ て 、1975年に 第 63特別 学
校 、1978年に 第 55特別 学 校 、 1977年に 第 70特別 学 校 が 次 々 に
開 始 され た 。1972年か ら 1987年に わ た っ て 、ChukanOha,M.C・
Kolomiets,N.B・Oligaらの 協 力 を 得 て 、さ ら に Ostapenko,A.N・
Levovich,V.Yuたち の 専 門 家 等 が 旧 ソ連 か ら招 か れ 、 知 的 障 害 教
育 を研 究 す る 、 指 導 す る 、 子 ど も の 障 害 を どの よ うに 診 断 す る か
を 教 員 に研 修 を させ 、 指 導 法 を 身 に 付 け させ て き た 。
BATTSENGEL(2010)は、モ ン ゴル に お け る 特 別 教 育 の 歴 史 を
① 1962～1990年の 「分 離 教 育 の 時 期 」 ② 1991～2002年の 「イ
ン テ グ レー シ ョ ン 教 育 の 概 念 が 出 て き た 時 期 」 ③2003年以 降 の
「イ ン クル ー シ ブ 教 育 の 概 念 が 出 て き て 、実 践 す る 時 期 」の 3つ
の 時 期 に整 理 して い る。
① 1962～1990年の 「分 離 教 育 の 時 期 」
モ ン ゴル で 社 会 主 義 国 家 の 宣 言 が な され た の は 、 1960年の こ
とで あ る。 憲 法 の 第 7条「国 民 の 基 本 的 権 利 及 び 保 障 」 に 、 モ
ン ゴル 人 民 共 和 国 国 民 の 教 育 を 受 け る権 利 が 明 記 され た 。 これ を
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受 け て 、 障 害 児 を 対 象 と した 教 育 へ の 取 り組 み が 始 ま っ た 。
モ ン ゴル の 特 別 学 校 の 教 員 養 成 の 始 ま りは 、1962年に 視 覚 障 害
者 を 対 象 と した 学 校 教 育 が 開 始 され て 以 降 、 モ ン ゴル 国 外 の 大 学
で 特 別 教 育 教 員 の 養 成 が な され て き た 。 た と え ば 、 モ ス ク フ に 留
学 した 者 は 主 に 知 的 障 害 に つ い て 学 び 、 イ ル ク ー ツ ク に 留 学 した
者 は 主 に 知 的 障 害 や 言 語 障 害 に つ い て 学 び 、 レニ ン グ ラ ー ドに 留
学 した 者 は 主 に 視 覚 障 害 や 言 語 障 害 、 も し く は 聴 覚 障 害 に つ い て
学 ん で き た 。 さ ら に 、 ハ ン ガ リー 留 学 者 は 主 に 聴 覚 障 害 及 び 言 語
障 害 に つ い て 学 ん で き た 歴 史 が あ る。 そ して そ の 当 時 は 4年間 で
主 に 障 害 に 関 す る 医 学 的 な 知 識 を 学 び 、 5年目に 教 授 法 を 修 得 す
る とい う教 育 課 程 が 一 般 的 で あ っ た 。 そ れ が 1990年の ソ ビエ ト
崩 壊 を 境 に 、 こ う した 外 国 で の 特 別 教 育 教 員 の 養 成 が 行 わ れ な く
な り、1996年に イ ル ク ー ツ ク か ら帰 国 した 2名が 最 後 と な っ た
(JICA,2014)。
当 時 の 障 害 児 に 指 導 す る 特 別 学 校 の 教 員 の こ と を 「 ソ ゴ グ 0ズ
イ チ (defect01ogist:00「oF 3YЙЧ,“治 療 教 育 者"の意 )として 養
成 して い た 。
当 時 、 特 別 学 校 で 指 導 して い た 教 員 Tsevelmaaによ る と 、「ブ
ル ガ リア か ら招 か れ た Tyutyunjieha,D.I・Y lmov,S.Aとロ シ ア
か ら招 か れ た Timirbaeha,R.B・Polinaが特 別 学 校 に 2年間 の 教
員 養 成 コー ス を 開 い た 。 彼 らか ら教 育 指 導 法 の 豊 か な 経 験 よ り学
ん だ こ と に 満 足 し て い る 」 と 指 摘 し て い る 。 ま た は 、 教 員 の
Yalmov,S.Aは視 覚 障 害 児 ひ と リー 人 に 対 して 丁 寧 に 指 導 す る こ
と を 求 め て い た 。1971年に 学 校 の 施 設 が よ うや くで き 、中 は 視 覚
障 害 児 学 校 と聴 覚 障 害 児 学 校 に 分 か れ た 」 と述 べ て い る 。 ま た
Undrahによ る と、 1972年か ら第 29特別 学 校 に 教 育 計 画 を ロ シ
ア の 教 科 書 を 参 考 に し、 指 導 して い た と Alimaaは述 べ て い る。
1962年、ブ ル ガ リア の 専 門 家 に よ リ ウ ラ ン バ ー トル 市 第 1学
校 に 視 覚 障 害 及 び 聴 覚 障 害 を 対 象 とす る 特 別 ク ラ ス が 設 置 され
た 。 ま た そ の こ ろ 、 教 育 省 の 局 長 が ヨー ロ ッパ 諸 国 を 訪 問 し、 障
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害 児 を 障 害 の な い 子 ど も と分 離 して 教 育 す る 施 設 の 存 在 を 知 り、
モ ン ゴル に 紹 介 し た 。 教 員 2名が ハ ン ガ リー に 派 遣 され 、 彼 ら
の 経 験 に 基 づ き 、視 覚 障 害 と聴 覚 障 害 を 対 象 とす る 第 29学校 が
設 立 され た 。 そ の 後 、 1989年ま で の 間 に ダ ル ハ ン・ オ ー ル 県 、
オ ル ホ ン 県 な ど 18県に 特 別 学 校 が 設 置 され 、 ウ ラ ン バ ー トル 市
の 6校と合 わ せ て 26校に な つ た 。 当 時 は 国 費 に よ り給 食 の 提
供 や バ ス の 配 置 も行 わ れ て い た 。 しか し、1989年以 降 、市 場 経 済
へ の 移 行 に 伴 う社 会 的 、 経 済 的 混 乱 か ら特 別 学 校 の 多 くが 閉 鎖 さ
れ 、 ウ ラ ン バ ー トル 市 に 6校を残 す の み と な っ た 。
② イ ン テ グ レ ー シ ョ ン 教 育 の 概 念 が 出 て き た 時 期 (1990から
2002年)
障 害 児 を 普 通 幼 稚 園 、 普 通 学 校 で 受 入 れ る 「イ ン テ グ レー シ ョ
ン教 育 」 の 概 念 を モ ン ゴル に 紹 介 した の が 、 デ ン マ ー ク 国 際 開 発
援 助 庁 DANIDAによ る 「イ ン テ グ レー シ ョ ン 教 育 プ ロ ジ ェ ク ト」
(1994から 1998年)であ る。 そ の 後 、 セ ー ブ ・ ザ ・ チ ル ドレ ン
UK(United Kingdom)が障 害 児 を 普 通 幼 稚 園 で 受 入 れ る 「イ ン
クル ー シ ブ 教 育 プ ロ ジ ェ ク ト」を 1998年か らス タ ー トさせ 、2006
年 ま で 続 い た 。
ま た 、1998年か ら 1997年に モ ン ゴル 国 立 教 育 大 学 教 員 養 成 学
部 で は 、 障 害 に 関 す る授 業 が 4コマ 設 け られ 、 特 別 学 校 教 員 養 成
分 野 で 初 の 障 害 に つ い て 学 ん だ 教 員 と して 18名を 卒 業 させ た 。
これ もイ タ リア か ら 1994年に ス タ ー トした TЭ「Ш ДYYpЭH(テギ シ
ュ・ ドー レ ン)プロ グ ラ ム の 援 助 を 背 景 に 設 け た 教 育 課 程 で あ る。
以 下 表 2にMNUEにお け る 教 育 課 程 及 び 単 位 の 一 部 を 示 す 。
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表 2 MNUEにお け る「教 員・初 等 教 育 」教 育 課 程 及 び 単 位 の 一 部(1997)
XYMYYC ЭЭ БИ ЧaДHa.Xo「ЖЛИЙH 6ЭpxШЭЭЛЭЭ 3aCHa, 日本 語 訳 : 人  々よ
で き る 。 障 害 を 直 す !ЦЭBЭЭHЛxa3aЛ°/Tsevcenlhaza1/(2003)
僕 は
表 2を作 成 した ツ ェ ベ ー ン ハ ザ ル 教 員 は 、 モ ン ゴル の 子 ど も に
発 生 して い る 主 な 障 害 を 把 握 し、 子 ど も本 人 が 自身 の 障 害 を 理 解
し、 困 り感 を な くす た め の 方 法 を 学 び 、「彼 ら に 対 す る 支 援 を 効
果 的 に 成 り立 た せ る た め で あ る 」 と 当 教 育 課 程 の 目的 を 述 べ た 。
ツ ェベ ー ン ハ ザ ル は 、視 覚 障 害 、聴 覚 障 害 、言 語 障 害 、運 動 障 害 、
知 的 障 害 、 行 動 障 害 と障 害 を 6つに 分 け た 。
しか し、 1997年以 降 は 、 モ ン ゴル に お い て 特 別 学 校 教 員 の 養 成
は 行 わ れ て い な か っ た 。 そ の た め 今 の モ ン ゴル は 、 特 別 教 育 教 員
の 養 成 を 急 い で 行 わ な け れ ば な らな い 状 況 とな つ た 。
③ イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 の 概 念 が 出 て き て 、 実 践 す る 時 期 (2003
年 以 降 )
2003年3月、 ウ ラ ンバ ー トル 市 に お い て 障 害 児 の た め の イ ン
ク ル ー シ ブ 教 育 政 策 に 関 す る 国 際 ワ ー ク シ ョ ッ プ が 開 催 され た 。
そ の 中 で 、セ ー ブ・ ザ・ チ ル ドレ ン United Kingdom(以下 UKで
略 す る)のモ ン ゴル ・ プ ロ グ ラ ム 代 表 よ り、 これ ま で の 「イ ン テ
グ レー シ ョ ン 教 育 」 とい う表 現 を 「イ ン クル ー シ ブ 教 育 」 に 改 め
る こ とが 提 案 され た 。 モ ン ゴル 教 育 文 化 科 学 省 は セ ー ブ ・ ザ ・ チ
ル ドレ ン UKの支 援 を 受 け 、 文 部 科 学 省 (当時 の 名 称 02007年
科 目
?
?
?
? 講 義 演 習 実 習 課 題
?
? 障 害 児 指 導 法 2
2 障 害 児 の 発 達 6
3 障 害 児 が 特 別 な
ニ ー ズ 教 育
を 学 習 す る 方 法
4 重 複 障 害 児 の 指 導 法 8 2
5 講 義 と 演 習 64/2.732/1,732/1.0
6 実 習 と ゼ ミ 16/0.5 16/0.5
合 計 時 数 /単位 80/3.232/1,732/1.016/0.5
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か らモ ン ゴル 教 育 文 化 科 学 省)の初 等 中 等 教 育 局 に 「イ ン ク ル ー
シ ブ 教 育 ユ ニ ッ ト」 を 設 置 した 。 こ の イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 ユ ニ ッ
トは セ ー ブ ・ ザ ・ チ ル ド レ ン UK及び 障 害 児 の 保 護 者 に よ る
NGO、 Association of Parents with Disabled Children(APDC)
と連 携 し、「障 害 児 に 教 育 を 均 等 に 参 加 させ る プ ロ グ ラ ム 」 を 提
案 した 。 同 プ ロ グ ラ ム は 教 育 文 化 科 学 省 、 保 健 省 及 び 社 会 保 障 労
働 省 3省の 合 意 の も と、2003年12月に 開 始 した JICA(2013)。
」ICAのシ ニ ア ボ ラ ン テ ィ ア と して モ ン ゴル に 派 遣 され た 林 賢
三 は 、2006年か ら 2008年ま で 障 害 児 教 育 の 指 導 教 員 と し て
MNUEに勤 め た 。林 は 、障 害 児 教 育 の 教 科 書 と指 導 要 領 の 作 成 に
あ た り、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る授 業 を行 い 、 そ れ は 教 員 養 成 授 業
の 中 で 「イ ン ク ル ー ジ ョン 教 育 概 論 」 とい う 3単位 の 必 修 科 日 と
な つ た 。
そ の 他 、 多 く の 国 際 支 援 団 体 の 事 業 内 容 が さ ま ざ ま な 形 で 実 行
され た 。 そ の 中 の 一 つ は 、 ADRA(Adventist Development and
Relief Agency言葉 の 略 で あ る)モン ゴル 国 際 機 関 は 、 1994年に
モ ン ゴル に お け る 教 育 支 援 を 開 始 した 。ADRAが取 り組 ん だ プ ロ
ジ エ ク トの 内 容 は 、 政 府 に 障 害 児 の 権 利 を 尊 重 す る 、 支 援 す る 、
政 府 に イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 普 及 に 努 め て も ら うた め で あ っ た 。 そ
の 基 本 的 な 取 り組 み と し て は 教 員 養 成 が 最 重 要 で あ る と 判 断 し
た 。 そ こ で 2007年に 教 育 文 化 科 学 省 へ 提 案 し、「障 害 児 に 指 導 で
き る教 員 養 成 の 教 育 課 程 作 成 」 の た め の 6人の 委 員 会 を 作 つ た
Tseveenlhazal(2008)。委 員 会 の 主 な 活 動 と して 、特 別 学 校 の 教 員
に 対 して 64時間 、学 校 の 校 長 や 保 護 者 に 対 して 40時間 の 研 修 を
設 け た 。 さ ら に 、 教 育 文 化 科 学 省 は 2012年、 特 別 支 援 教 育 に か
か る技 術 協 カ プ ロ ジ ェ ク トを 要 請 し、JICAは2013年に 「モ ン ゴ
ル 国 特 別 支 援 教 育 に か か る 情 報 収 集 ・ 確 認 調 査 」 を 実 施 した 。
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第 2節 モ ン ゴ ル の 特 別 学 校 教 員 養 成 制 度 の 現 状
1. 国 家 レベ ル の 新 対 応 及 び 方 針
モ ン ゴ ル は 、「障 害 児 教 育 に 参 加 させ る た め に 分 離 す る の で は
な く 、 通 常 学 校 に 入 学 させ る 」 とい う概 念 で 政 策 して き た 。 モ ン
ゴル は 、2002年5月 3日に 定 め られ た 初 等 中 等 教 育 法 を 2013年
2月7日の 改 正 に 以 下 の 変 更 が あ る。
第 7条1項:障害 児 者 の 教 育 を 受 け る権 利
第 7条5項
第 7条8項
第 7条7項
第 7条8項
第 10条4項
第 13条3項
第 13条4項 :
第 13条5項
第 13条6項
第 13条8項
第 13条9項
医 療 関 係 機 関 の 委 員 会 に よ る就 学 先 の 提 案
障 害 児 とか か わ る 学 校 管 理 職 、 教 員 へ の 追 加 手 当
障 害 児 に 向 け た 教 育 ス タ ン ダ ー ド
教 育 機 関 職 員 及 び 委 員 会 構 成 員 へ の 追 加 手 当
第 7条10項:特別 学 校 へ の 給 食 支 給
「保 健 0教育 ・ 社 会 保 障 委 員 会 」
普 通 学 校 へ の 障 害 児 受 入 れ 環 境 整 備
特 別 学 校 か ら普 通 学 校 へ の 指 導
特 別 学 校 へ の 教 務 主 任 、 ソー シ ャ ル ワー カ ー 、研
究 職 員 の 配 置
特 別 学 校 へ の 医 師 、看 護 師 、補 助 教 員 、 リハ ビ リ
専 門 家 、 心 理 士 の 配 置
教 員 1人当 た りの 障 害 児 数 を 教 育 機 関 、 社 会 保
険 機 関 、 金 融 機 関 が 整 備
障 害 児 の 教 育 評 価
第 13条10項:普通 学 校 へ の 専 門 教 員 、 補 助 教 員 、 心 理 士 、 看
護 師 、 リハ ビ リ専 門 家 、 ソー シ ャル ワー カ ー の 配
置
第 13条11項:特別 学 校 の リハ ビ リ室 、 教 室 整 備
第 13条12項:教員 、 ソー シ ャル ワー カ ー の 能 力 向 上
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2.特別 学 校
MNUEによ る 特 別 教 育 学 校 教 員 養 成 の 教 育 課 程 を 習 得 した 者
は ほ とん ど特 別 学 校 へ 就 職 す る こ と に な る。 そ こ で 、 特 別 学 校 の
教 育 (第55知的 。第 29聴覚 ・ 第 116視覚)内容 に つ い て 簡 単 に
記 述 す る。
特 別 学 校 は 首 都 ウ ラ ン バ ー トル の み 6つあ る。 第 116視覚 障 害
児 特 別 学 校 、 第 29(スフバ ー トル 区 、 1964年4月設 立)聴覚 障
害 児 特 別 学 校 、第 25(スフ バ ー トル 区 、1967年11月設 立)知的
障 害 児 特 別 学 校 、 第 63(ハン ウー ル 区 1975年設 立)知的 障 害 児
特 別 学 校 、 第 70(バヤ ン ゴル 区 1977年設 立)知的 障 害 児 特 別 学
校 、 第 55(バヤ ン ズ ル フ 区 1978年設 立)知的 障 害 児 特 別 学 校 が
そ れ ぞ れ 設 置 され 、 1990年ま で 発 展 が 続 い た Battsengel(2013)。
当 時 、 児 童 は 普 通 学 校 に 通 つ て い た が 、 学 習 に つ い て い け な い
た め に 、 留 年 シ ス テ ム が あ っ た 。 1967年に モ ン ゴ ル 人 民 平 和 国
(1924年か ら 1992年ま で の 名 称)教育 省 令 に 基 づ い て 、 小 学 校
の 1,2年生 で 留 年 した 子 ど も を 特 別 学 校 の 児 童 対 象 に す る よ うに
決 定 され た 。
モ ン ゴル の 初 等 中 等 教 育 法 (2002年5月)の第 13条1項で は「特
別 学 校 は 障 害 児 に 対 して リハ ビ リテ ー シ ョ ン サ ー ビ ス を 提 供 し、
初 等 教 育 、 中 等 教 育 (モン ゴル で は 初 等 中 等 教 育 を 義 務 教 育 とす
る )、 高 等 教 育 、 専 門 教 育 の 機 関 で あ る 」 と規 定 して い る 。 教 育
文 化 科 学 省 令 は 2015年10月30日に 改 正 と して 変 更 され た 。
変 更 され た 内 容 の 「教 育 カ リキ ュ ラ ム 」 は 知 的 障 害 児 (表4)、
聴 覚 障 害 児 (表5)、視 覚 障 害 児 (表6)が対 象 の 特 別 学 校 で あ
り以 下 に 紹 介 す る。
表 4より、 知 的 障 害 児 に 関 す る 教 育 カ リキ ュ ラ ム の 時 間 数 は 、
1年生 ～2年生 は 年 間 32週、3年生 ～5年生 は 年 間 33週、6年生
～ 12年生 は 年 間 35週で あ る。授 業 の 1時間 は 40分で あ る。時 間
数 に 応 じて 地 域 や 教 員 の 数 に よ り、 子 ど も の 知 的 能 力 に 合 わ せ て
教 育 内 容 を 柔 軟 に で き る。 言 語 指 導 、 治 療 的 体 育 の 時 間 に 個 別 指
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導 と グル ー プ 指 導 とす る。 個 別 指 導 と グル ー プ 指 導 の 時 間 は 1年
生 ～2年生 は 週 2時間 、3年生 ～9年生 は 週 1時間 程 度 で あ る。技
術 の 授 業 領 域 は 、 子 ど も の 興 味 や 関 心 、 学 校 の 実 態 に 応 じた グル
ー プ 指 導 を 行 う。
表 5より、 聴 覚 障 害 児 に 関 す る教 育 カ リキ ュ ラ ム の 時 間 数 は 1
年 生 ～2年生 は 年 間 32週、3年生 ～5年生 は 年 間 33週、6年生 ～
12年生 は 年 間 35週で あ る。 授 業 の 1時間 は 40分で あ る。 時 間
数 に応 じて 地 域 や 教 員 の 数 に よ り、 子 ど も の 知 的 能 力 に 合 わ せ て
教 育 内 容 を 柔 軟 に で き る。 学 校 が 組 織 す る授 業 に 含 ま れ る 教 科 は
教 員 の だ れ で も担 当 す る こ と が 認 め られ て い る。
表 6より、 視 覚 障 害 児 に 関 す る 教 育 カ リキ ュ ラ ム の 時 間 数 は 1
年 生 ～2年生 は 年 間 32週、3年生 ～5年生 は 年 間 33週、6年生 ～
12年生 は 年 間 35週で あ る。授 業 の 1時間 は 40分で あ る。時 間 内
に 、 地 域 や 教 員 の 数 の 実 態 に 応 じて 、 教 育 内 容 を 柔 軟 に で き る。
学 校 が 組 織 す る 内 容 と治 療 的 体 育 、 運 動 の 空 間 的 定 位 時 間 は 週 2
時 程 度 で 視 力 が 0と診 断 され た 子 ど も が 含 ま れ る。 学 校 が 組 織 す
る授 業 に含 ま れ る 教 科 は 、 教 員 の だ れ で も担 当 す る こ とが 認 め ら
れ て い る。
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表 4 第 55知的 障 害 児 特 別 学 校 の 教 育 カ リキ ュ ラ ム
特 別 学 校 の 教 育 カ リキ ュ ラ ム 原 稿 (教育 文 化 科 学 省,2015)
教科 1 2 3 4 5 6 7 8 9 合計
1 就学準備プログラム 100 100
2 モンゴル語 1892242312312311051051051051806
3 文学 70 70 70 70
4 数学 108128132132132105105105 1051052
5 情報 (パソコン) 66 70 70 70 70 346
6 社会 と生活 の方法 81 96999999 70 70 70 70 754
7 地理 70 70 70 70 280
8 歴史と社会 70 70 70 70 280
9 美術 と技術 81 96999999 474
10技術 140175210280805
音楽 54 64 66 66 66 70 70 70 70 596
12体育 54 64 666666 70 70 70 70 596
13保健 35 35 35 35 140
14英語 66 70 70 70 70 346
合計 667672693693325945980101510857575
12言語指導 個別指 導20分,グループ指導40分
13治療的体育 個別指導20タ,グループ指導40分
14作業療法 グループ指導
16
学校が組織す
る
内容
公 民 ど 退 侭 裂
き 27 32 33 33
?
?
?
? 35 35 35 35 298
生きる力を学
ぶ活動 27 32 33 33 33 35 35 35 35 298
1年間の時間数 721736759759891 0151050108511558171
一週間の時間数 23 232323 27 29 30 31 33
一日の時間数 4.54.64.64.65.45。8 6 6.26.6
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表 5 第 29聴覚 障 害 児 教 育 特 別 学 校 の 教 育 カ リキ ュ ラ ム
特 別 学 校 の 教 育 カ リ キ ュ ラ ム の 原 稿 (教育 文 化 科 学 省 ,2015)
女科 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 12 合計
1 就学準備 プ ログラム 80 80
モ ンゴル
語 。文字
モ ン ゴル
譲 19622423119819817517517514070 70 70 1922
文 学 196 70 70 70 70 70 70 70 490
たて文字 35 35 35 35 35 35 35 245
数 学 1401601651651651751751401401401401401845
情報 (パソコン) 35 35 35 35 70 70 70 350
人 間 と環
倍 28 3233 93
人間 と自
伏 33 33 66
自然科学 科 学 35 35 35 35 35 70 70 315
fヒ学 35 35 35 70 35 35 70 315
生物学 35 35 35 35 35 70 70 315
地理 35 35 35 35 35 35 210
社会学
人間と社 33 33 66
社会学 35 35 35 70 105105385
歴 史 35 70 70 70 35 280
芸術
美術 33 33 33 35 35 35 204
音 楽 35 35 35 105
デザイ
ン・技術
地図製作 35 35 35 35 140
技術 1401401752102102102101295
英語 33 70 70 70 70 105105105628
10俸 育 56 6466 66 66 70 70 70 70 70 70 70 808
保健 35 35 35 35 140
合計 50048052852856110151120112011201050112C115510297
12言語療法 個別指導一人に対する20分(1週間に2回)
13治療的体育
14言語を発達 させ る学 56 646666 66 70 70 70 70 598
15音声練習 28 323333 33 159
16 28 32 3333 33 159
17具体物 84 966666 66 378
18手話 33 33 35 35 35 35 35 35 35 311
学校が組
静 オ ス
公民道徳
教書 28 3233 33 33 35 35 35 35 299
授 業
生きる力
を身につ
t十ス活動
35 35 35 35 35 35 35 245
選択授業 35 35 35 35 105140140525
1年の時間
数 72473675979282512251330133013301225133(136512971
1週間の時間数 23 2323 24 25 35 38 38 38 35 38 39
1日の時間数 4.54.6 4.85 7.6 7 7.67.8
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表 第 116視覚 障 害 児 特 別 学 校 の 教 育 カ リキ ュ ラ ム
モ ン ゴル で は 、イ ン クル ー シ ブ 教 育 /特別 支 援 教 育 に 関 す る 専 門
家 養 成 機 関 が 存 在 せ ず 、 旧社 会 主 義 体 制 下 に 旧 ソ ビエ ト (ロシ ア
や ウ ク ラ イ ナ)に学 習 した 中 高 年 代 の 教 員 が 若 手 教 員 を 養 成 して
い る の が 現 状 で あ る。 しか しな が ら、 女 性 は 55歳、 男 性 は 60歳
で 定 年 を 迎 え る こ とが 一 般 的 な モ ン ゴル で は 、 旧 ソ ビエ トで 教 育
を 受 け た 専 門 教 員 が 退 職 し始 め て お り、若 手 教 員 の 養 成 が 急 務 と
な つ て い る JICA(2013)。
教科 l 2 4 5 6 7 合 計
準備プログラム就学に向けて
2 モン
ゴル語 。文
卓
モンゴル語 224 140 2681
支 学
3 数学 140
4 唐報 (ノくソコン
5 自然学
人間ル環境 64
人FE5ル自然
物理学
fヒ学 70 455
生物学 70
鷹 揮
6 社会学
人FElル朴 会
F■会 525
種 史
7 アー ト 美術・技術
音楽 456
8 デザイン技術 絵 595
持 術
9 体育 54 806
保健
英語 105
合計 640 660 945 122511201085108511131
生活の方法
ビヽリテーション副‖練 イ固別J着導20分
治療体育 個別指導20分
運動の空 間 的定位 個別1指導 120分
専門教育 理論 一
派 暗11こ時 間 /グル ー プ /
演習 一週間に4時刷 /1日男」/
公 澤・ 折 苔 403
学校が組織す
る内容
生きる力を学ぶ
活 動 403
選択授業 595
1年間の時 間数 736759759 10501260129513301295133013301269C
一 凋 FB5の時 FBH数 38
1日の時 間数 5 7.4
特 別 学 校 の 教 育 カ リキ ュ ラ ム の 原 稿 (教育 文 化 科 学 省 ,2015)
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3.MNUEにお け る 1年間 の 特 別 学 校 教 員 養 成 教 育 課 程
こ の よ うな い くつ か の 点 を 踏 ま え 、2013年10月に 教 育 文 化 科
学 省 令 第 la/5906号が 制 定 され た 。 こ の 省 令 は 特 別 教 育 教 員 養 成
政 策 に 対 す る 初 め て の 大 き な 改 革 と な つ た 。 こ れ に よ り特 別 教 育
を 受 け 持 つ こ と が 出 来 る 教 員 の 育 成 に 関 す る 規 則 が 正 式 に 制 定
され 、 モ ン ゴル で は 教 員 養 成 を 専 門 とす る 唯 一 の 国 立 教 育 大 学 が
そ の 基 盤 づ く りを 担 っ た 。 そ こ で MNUEは、2013年特 別 学 校 や
保 育 園 に 勤 務 す る 教 師 を 対 象 に 、1年間 で 38単位 を 取 得 で き る 夜
間 コー ス を 開 設 した 。2013年の 入 学 者 、第 1期生 は 46名、2014
年 の 入 学 者 、 第 2期生 は 32名が 卒 業 した 以 降 、2014年は 入 学 を
中 止 し、2016年の 入 学 者 は 21名で 現 在 学 習 中 で あ る。 1年間 の
特 別 教 育 教 員 養 成 の 教 育 課 程 を 以 下 表 7で紹 介 す る。
表 7より、MNUEにお け る 1年間 の 特 別 学 校 教 員 養 成 教 育 課
程 は 12科目 を 5人の 教 員 で 担 当 して い る。 特 別 保 育 園 も し くは
特 別 学 校 に お い て 合 計 3単位 の 教 育 実 習 を 行 う。 研 究 室 で の 授 業
に お い て 、 障 害 児 の 評 価 、 個 別 指 導 計 画 の 作 成 及 び 実 施 、 成 果 の
面 か ら研 究 を 行 う JICA(2013)。
24
表 7 MNUEにお け る 1年間 の 特 別 学 校 教 員 養 成 教 育 課 程
1年間 の 教 育 課 程
特 別 な ニ ー ズ 教 育 の 導 入
特 徴 的 子 ど も の 発 達
特 別 な ニ ー ズ 教 育 の 評 価 及 び 指 導 計 画
特 別 な ニ ー ズ 教 育 の サ ー ビ ス
特 別 な ニ ー ズ 教 育 の 指 導 法
特 徴 的 な 子 ど も の 家 族 、 社 会 参 加
知 的 障 害 児 教 育
視 覚 障 害 児 教 育
聴 覚 障 害 児 教 育
情 緒 0問題 行 動 障 害 児 教 育
運 動 ・ 重 複 障 害 児 教 育
学 習 障 害 児 教 育
コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 言 語 障 害 児 教 育
試 験
合 計 12科目
障 害 児 の 指 導 実 習
ク ラ ス 組 織 す る 実 習
教 育 実 習
単 位
2
3
3
3
3
2
3
3
3
3
3
3
3
1
34
1
1
2
l ЖИЛИЙH xopBex aH「ИЙH cypFaЛTЫH xoTeЛ6op2013,日本 語 訳 :1年間 の 特
別 教 育 教 員 養 成 教 育 課 程 資 料 (MNUE,2013)
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第 3節 モ ン ゴル の特別 学校 教員養 成 学部 の教 育課 程
1.特別 学 校 教 員 養 成 教 育 学 部 教 育 課 程 の 日標
2015年に 、MNUEにお け る 、教 育 学 学 部 、生 涯 教 育 学 専 攻 の 特
別 教 育 学 コ ー ス 、 教 育 学 学 部 に お け る特 別 支 援 教 育 専 攻 「特 別 教
育 教 員 養 成 」 が 開 始 され た 。 教 育 課 程 は 授 業 担 当 の 教 員 4名に よ
り作 成 され た 。
以 下 に 、 教 育 課 程 を 紹 介 す る。
MNUEの教 育 目標 :教育 分 野 に お い て は 子 ど も 一 人 ひ と りを 発 達
させ る 能 力 が 身 に 付 い た 教 員 養 成 、 専 門 性 を
提 供 す る。
教 育 学 部 の 目標 :心理 学 、教 育 学 、社 会 福 祉 の 最 高 の 知 識 を 持 つ 、
指 導 す る 、特 別 教 育 の 問 題 を 解 決 で き る 能 力
の あ る 教 員 を養 成 し、発 達 させ る 、研 修 す る 、
技 術 を 改 善 す る 、信 頼 性 の あ る 、 資 質 の 高 い
サ ー ビ ス を 提 供 す る。
特 別 教 育 に お け る教 員 養 成 教 育 課 程 の 日標
① 母 国 語 で 正 し く書 け る 、 話 せ る 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で き る 、
歴 史 や 伝 統 習 慣 が よ くわ か る 文 化 を 尊 敬 す る 人 を 育 て る。
② 自 己 ア ピー ル で き る 、 発 達 で き る 、 新 しい こ と に チ ャ レ ン ジ で
き る 、 自 立 して 工 夫 す る 、 プ ラ ン ニ ン グす る 、 研 究 方 法 を 身 に
付 け る 、 そ の 方 法 を 実 行 させ る 、 問 題 解 決 で き る 能 力 を 身 に 付
け る。
③ チ ー ム ワー ク で き る 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で き る 、 社 会 活 動 に
参 加 で き る 、社 会 構 成 や 人 間 権 利 、健 康 生 活 が わ か る者 に な る。
④ 生 徒 一 人 一 人 の 学 習 特 性 を 把 握 で き る 、 科 学 的 な エ ビデ ン ス に
基 づ い た 、 時 代 の 流 れ に 合 わ せ た 評 価 の で き る 人 材 を 育 て る 。
⑤ 生 徒 一 人 一 人 の 違 い を 尊 重 し、 彼 らの 上 達 、 成 功 、 発 達 を応 援
で き る 人 材 を 養 成 す る。
⑥ 身 に 付 け た 知 識 や 指 導 能 力 を 実 行 す る に は 意 欲 の 高 さ、 専 門 に
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対 す る温 か い 心 が あ る、他 人 と協 力 す る力 が あ る 、 自己 の活 性
化 と指 導 力 を 向 上 で き る、連 続 的 な 学 習 に は 常 に力 を入 れ る人
材 に な る。
⑦ 教 育 を広 い 意 味 で 理 解 す る 、 教 員 教 職 の仕 事 の 基 準 に合 わせ 、
教 職 規 則 を守 る こ とが で き る人材 に な る。
③ 特別 な ニ ー ズ を有 す る子 ど もの権 利 、保 護 、 法 律 の 関係 、障 害
種 別 、特 性 に つ い て 知 識 を持 て る よ うに な り、彼 らの ニ ー ズ に
基 づ い た教 育 サ ー ビス を提 供 で き る、個 別 指 導 計 画 を作 成 で き
る、 実 践 で き る人 に な る。
⑨ 特 別 な ニ ー ズ を有 す る子 ど もの 早 期 発 見 、社 会 参 加 の意 義 を理
解 し、彼 らを把 握 し、評 価 す る方 法 を学 ぶ 、利 用 す る、 自立 し
た社 会 生 活 を支 援 す る、社 会 に適 応 す る に あ た っ て 支 援 す る生
涯 教 育 や 専 門 教 育 を提 供 で き る。
⑩ 体 の解 剖 、技 能 、保 健 と障 害 、病 理 の概 念 に基 づ い て 障 害 児 の
身 体 と心 理 の 特 性 に合 わせ て 指 導 す る、発 達 させ る 、社 会 参 加
させ る、 自立 の 準 備 、 それ らを コー デ ィネ ー トす る方 法 を ま と
め、 実 施 す る。
① 障 害 児 や 家 族 を理 解 した 上 で 支 援 す る、課 題 を解 決 で き る能 力
を身 につ け 、 専 門 的 に 、 ほ か の 地 域 の 団 体 と国 の機 関 との連 携
を持 ち 、 プ ラ ンニ ン グす る 、 実施 す る、評 価 す る知 識 を身 につ
け る。
⑫ 特別 。イ ン クル ー シブ教 育 の歴 史 、哲 学 の基 礎 を学 ん だ 上 で課
題 を分 析 し、解 決 す る方 法 を定 義 し、変 遷 や 改 善 に 向 か う力 を
身 につ け る。
⑬ 特別 心 理 学 、 育 成 科 学 の発 展 や そ の伝 統 的 な変 遷 を学 び 、戦 略
を立 て 、特 別 教 育 分 野 に は 自 らの参 加 が で き る力 を促 す 、特 別
教 育 教 員 に とっ て は 自分 を発 達 させ る よ う努 力 す る。
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2.特別 教 育 教 員 養 成 課 程
表 8 特 別 教 育 教 員 養 成 教 育 課 程 (2016)
:1年生 。一 般 教 育 ′単 位
必 修 科 ロノ21
情 報 処 理 /2
英 語 /3
国 語 表 現 /3
論 理 学 史 。文 化 /2
創 作 活 動 /1
モ ン ゴ ル 歴 史 。文 化 /3
体 育 /2
災 害 予 防 1
選 択 科 目 。人 文 学
保 健 ・ 生 活 の 知 恵 /1
モ ン ゴル 文 字 (縦)/2
英 語 1/3
ロ シ ア 語 /2
中 国 語 /2
韓 国 語 /2
日本 語 /2
ドイ ツ 語 /2
英 語 2/2
選 択 科 目 。社 会 学
法 律 /2
政 治 学 /2
経 済 学 /2
選 択 科 目 。自然 学
自 然 科 学 ノ1
環 境 保 護 /2
3年生 。専 攻 基2年生 ・ 教 職 教
育 ′単 位
必 修 科 目′39
教 職 概 論 /1
発 達 心 理 学 /2
教 育 指 導 概 論 /3
教 育 概 論 /1
教 育 指 導 方 法 /2
研 究 方 法 /2
教 育 心 理 学 /1
教 育 心 理 学 ノ2
教 員 道 徳 /1
特 別 教 育 概 論 /2
インクルー シフ゛ 教 育 /3
実 践 。学 校 見 学
/1
実 践 研 究 /1
実 践 研 究 /2
教 育 実 習 /3
教 育 実 習 /3
特 別 教 育 実 習 /4
選 択 科 目/4
1T教育 方 法 /2
教 育 課 程 研 究 /1
社 会 科 教 育 /2
学 級 経 営 /2
教 材 作 成 方 法 /1
礎 科 目′単 位
必 修 科 目/30
解 剖 生 理 学 /3
乳 幼 児 病 理 /3
特 別 心 理 学 /3
特 別 教 育 歴 史
哲 学 /2
特 別 教 育 戦 略
経 営 /3
算 数 科 指 導 法 /3
国 語 科 指 導 法 /3
社 会 /日 常 生 活
活 動 (ADL)指導
法 /2
自 然 科 学 指 導
法 /2
芸 術 作 業 指 導
法 /2
選 択 科 目 ′4
(2つの 科 目を 選
択 す る )
幼 児 の 特 別 教
育 /2
心 理 相 談 。コンサル
テー ション。 セラヒ゜ ―/2
生 涯 教 育・専 門 性
教 育 ノ2
こ ど も 保 護 /2
聴 覚 障 害 児 教 育 ′
運 動 。重 複 障 害 児
教 育 ノ3
学 習 障 害 児 教 育 /2
情 緒・問 題 行 動 障 害
児 教 育′3
言 語 。コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン ズ 障 害 児
教 育 /3
保 護 者 ・ 集 団 支 援
/2
選 択 科 ロノ6
(6科日 か ら 2科 目 を
選 択 す る )
言 語 療 法 /2
理 学 療 法 /2
手 話 /2
芸 術 療 法 /2
作 業 療 法 /2
自 閉 症 /2
論 文 、 も し く は 試
験 /2
BA「Ш ,TycrAЙ BOЛOBcPoЛ‐ЫH cypraЛTЫH xoTOЛ6op
特 別 教 育 教 育 課 程 MNUE(2015)
4年生 ・ 専 門 科 ロノ
単 位
必 修 科 目+試験/30
知 的 障 害 児 教 育 /3
視 覚 障 害 児 教 育 /3
日本 語 訳 :教員
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表 8は、2016年の 秋 現 在 実 行 中 の 教 育 課 程 で あ る。これ を ま とめ
た もの を表 9に記 す 。 卒 業 ま で に修 得 す る教 員 養 成 課 程 全 て の 科 目
を 100%と考 え た 場 合 、一 般 教 養 科 目は 20%、教 職 教 養 科 目 30%、
専 攻 科 目は 50%であ る。専 攻 科 目は さ らに 特 別 教 育 専 攻 基 礎 科 日 と
特 別 教 育 専 攻 科 目、 卒 業 論 文 も しくは試 験 の 3つに分 け られ る。 単
位 数 と して は 、 一 般 教 養 必 修 科 目 17、選 択 4、 合 計 21単位 で あ
る。 教 職 教 必 修 養 科 目は 35、 選 択 4、 合 計 39単位 で あ る。 特 別
教 育 専 攻 基 礎 必 修 科 目 26、選 択 4、 合 計 30単位 で あ る。 特 別 教
育 専 攻 必 修 22、選 択 6、合 計 28単位 で あ る。卒 業 論 文 を 書 くか 、
も し く は 試 験 2単位 で あ る。 合 計 120単位 を 修 得 す る。
表 特 別 教 育 教 員 養 成 教 育 課 程 の ま と め
BA「Ш ,TycPAЙ BOЛOBcPoЛ‐ЫH cypraЛTЫH xoTeJ16ep, 日 本 語 訳 :教員 ・
特 別 教 育 教 育 課 程 MNUE(2015)
3.特別 教 育 教 員 養 成 教 育 課 程 シ ラ バ ス
MNUEの教 員 に 協 力 を 得 て 、特 別 教 育 教 員 養 成 教 育 課 程 シ ラバ
ス の 一 部 を 紹 介 す る 。 な お 、 特 別 教 育 に 関 す る 授 業 21の中 か ら
7つを 参 考 に した 。
一般教養/20%以下 17 14% 4 3.3% 21 17,50/0
教職教養 科 目/30%
以 下
35 29% 4 3,30/0 39 32,5%
専攻科 目
/50%以上/
特別教育
専攻基礎
斜 日
26 22% 4 3,30/0 30 25%
特別教 育
車攻科 目 22 18% 6 50/0 28 230/0
卒業論文
もしくは
試験
2 2% 2 20/0
合 計 102 850/0 18 15% 120 100
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(1)特別 教 育 概 論
授 業 の 内 容 :特別 教 育 史 、 哲 学 、 法 律 場 面 、 政 策 、 特 別 教 育 の
教 員 の 仕 事 の 特 徴 及 び 条 件 、 活 動 方 針 、 権 利 、 役 割 、 特 別 教 育 の
目的 、 原 則 、 コ ン セ プ トを 学 習 す る。
(2)知的 障 害 児 教 育
授 業 の 内 容 :知的 障 害 の 定 義 、 概 念 、 原 因 、 発 生 率 、 分 類 、 分
類 され た 障 害 の 特 徴 、知 的 障 害 の あ る子 ど も の 学 習 可 能 性 、心 理 、
社 会 性 の 特 徴 、 教 育 指 導 法 、 教 育 ・ 保 健 ・ 社 会 福 祉 機 関 で の 世 界
歴 史 及 び モ ン ゴル の 歴 史 的 背 景 、 特 別 学 校 の 教 育 特 徴 、 個 別 指 導
計 画 作 成 、 書 字 、 読 字 力 、 計 算 力 を 学 力 つ け る 指 導 法 、 就 労 の 可
能 性 、 現 状 、 今 後 の 課 題 、 こ れ ら を 伝 統 的 ・ 変 遷 的 に 学 習 す る。
(3)聴覚 障 害 児 教 育
授 業 の 内 容 :聴覚 障 害 の 原 因 、 発 生 原 因 、 分 類 、 そ の 特 性 、 聴
覚 障 害 児 の 心 理 面 、 社 会 性 の 特 性 、 指 導 方 法 、 教 育 ・ 保 健 。社 会
福 祉 機 関 の サ ー ビ ス 提 供 、 早 期 教 育 支 援 、 バ イ リン ガ ル 語 、 障 害
児 の 権 利 、 国 際 及 び モ ン ゴル に お け る 障 害 児 権 利 、 発 展 の 歴 史 、
今 後 の 課 題 、 これ ら を伝 統 的 ・ 変 遷 的 に 学 習 す る。
(4)運動 ・ 重 複 障 害 児 教 育
授 業 の 内 容 :運動 機 能 、 脳 性 ま ひ 、 重 複 障 害 に つ い て の 概 念 、
医 学 定 義 、 分 類 、 心 理 特 性 、 指 導 法 、 教 育 0保健 0社会 福 祉 機 関
の サ ー ビス 提 供 、 政 府 や 非 政 府 団 体 に つ い て の 国 際 的 概 念 とモ ン
ゴル の 歴 史 的 背 景 、法 律 面 、リハ ビ リテ ー シ ョ ン サ ー ビス の 提 供 、
今 後 の 方 針 、 これ ら を 外 国 の 経 験 や 伝 統 的 ・ 変 遷 的 な 状 態 を 踏 ま
え て 学 習 す る。 ま た 、ICFにつ い て 学 ぶ 。
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(5)学習 障 害 児 教 育
授 業 の 内 容 :学習 能 力 、 読 む 、 書 く 、 計 算 に お け る 学 習 上 の 問
題 、 学 習 障 害 の 定 義 、 分 類 、 原 因 、 症 状 、 学 習 障 害 の 評 価 、 診 断
方 法 、指 導 方 法 、家 族 や 親 、教 員 た ち へ の 相 談 、これ ら を 伝 統 的 。
変 遷 的 な 枠 組 み で 理 解 す る。
(6)視覚 障 害 児 教 育
授 業 の 内 容 :視覚 障 害 の 定 義 、 視 覚 障 害 概 論 、 発 生 率 、 視 覚 障
害 分 類 、 視 覚 障 害 の 検 査 、 弱 視 障 害 の 発 生 原 因 、 弱 視 障 害 児 支 援
補 助 具 、 弱 視 障 害 児 を 支 援 す る教 員 が 使 う補 助 具 、 弱 視 障 害 児 の
ニ ー ズ 、 弱 視 障 害 児 に 必 要 と され る 生 活 ス キ ル を 身 に つ け る 力 を
学 習 させ る 知 識 、 視 覚 障 害 児 が 余 暇 に 必 要 な ス キ ル を 身 に つ け る
学 習 、 視 覚 障 害 乳 幼 児 ニ ー ズ の 把 握 、 これ らが で き る よ うに 基 礎
的 な 学 習 を す る。
(7)情緒・ 問 題 行 動 障 害 児 教 育
授 業 の 内 容 :情緒 ・ 問 題 行 動 障 害 児 の 社 会 性 。心 理 ・ 生 理 ・ 認
識 特 性 、 自立 活 動 、 性 格 の 特 徴 、 原 因 、 症 状 、 発 見 方 法 、 軽 度 の
情 緒 ・ 問 題 行 動 の あ る 子 ど も の 程 度 に よ る ニ ー ズ を 把 握 で き る こ
とが 求 め られ る。 そ の 中 に 、 幼 稚 園 年 齢 、 小 学 校 年 齢 、 中 学 校 年
齢 の 問 題 行 動 の あ る 子 ど も の ニ ー ズ を 把 握 で き る 能 力 を 学 習 さ
せ る。 個 別 指 導 計 画 を 作 成 し、 実 施 す る戦 略 、 改 善 す る環 境 を 整
え る こ と に つ い て 検 討 す る と示 して い る。
4.専門 科 日の 授 業 計 画
前 述 の 教 育 課 程 を 4名の 教 員 が 作 成 した 。 そ の 一 人 が 医 学 大 学
を 卒 業 し た 社 会 福 祉 学 部 の 専 門 家 教 員 と して 、 専 攻 科 目 の 「情
緒 ・ 問 題 行 動 障 害 児 教 育 」 や 「解 剖 生 理 学 」 と 「乳 幼 児 病 理 」 を
担 当 す る こ と と な っ た 。「視 覚 障 害 児 教 育 」 に 関 して は 、 担 当 教
員 は 決 ま っ て な く、2016年秋 の 段 階 で は 検 討 中 で あ る。
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以 上 の 4つの科 目を紹 介 す るに あ た つ て 、担 当教 員 との イ ン タ
ビ ュ ー に お い て 未 整 備 中 で あ る授 業 と指 摘 され た も の を 選 定 し
た。 現 在 、授 業 内容 と して は 以 下 の よ うに計 画 され た が 、 ま だ検
討 中で あ る。
(1)「情 緒・ 問題 行 動 障 害 児 教 育 」 3単位
① 情 緒 0問題 行 動 障 害 の概 論
② 情 緒 ・ 問題 行 動 障 害 児 を発 見す る 、 ニ ー ズ を把 握 す る
③ 情 緒 。問題 行 動 障 害 児 の 教 育 環 境 整 備
④ 情 緒 ・ 問題 行 動 障 害 児 の個 別 指 導 計 画 作 成
⑤ 情 緒 ・ 問題 行 動 障 害 児 の指 導 法 、機 材 作 成 、評 価 方 法
⑥ 情 緒 0問題 行 動 障 害 児 の行 動 を改 善 す る
⑦ 社 会 参 加 の た め に必 要 な能 力 を情 緒・ 問題 行 動 の 子 ど もに指 導
す る
③ 情 緒 ・ 問題 行 動 障 害 児 に学 校 環 境 で の 支 援
(2)「視 覚 障 害 児 教 育 」 3単位
① 視 覚 障 害 の 定 義 、 一 般 概 論
② 視 覚 種 、形
③ 視 覚 の 図 り、 弱 視 児 の 特 性
④ 弱 視 児 の補 助 器 と点 字
⑤ 視 覚 障 害 児 に教 え て い る指 導 教 員 が補 助 教 材 を使 用 し、子 ども
の積 極 力 を促 す
⑥ 視 覚 障 害 児 に対 す る注 意 す るべ き特 徴 とニー ズ
⑦ 視 覚 障 害 児 に必 要 な 日常 生 活 の能 力
③ 視 覚 障 害 児 の余 暇 活 動 、余 暇 活 動 に参加 す る能 力
(3)「解 剖 生 理 学 授 業 の 内容 」3単位
障 害 の な い 患 者 の 代 表 的 な 病 理 に つ い て 理 解 す る授 業 テ ー マ
とな つ て い る。3単位 の適 当す るテ ー マ の詳 細 は以 下 の通 りで あ
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る。
①身体の構造
②生理学、調節 と恒常性 の維持
③人間工学に基づいた身体の構造
④消化器の構造 0機能
⑤心臓、血管、血液の機能
⑥免疫機能
⑦呼吸機能
③呼吸器のメカニズム
⑨脳 と脊髄の構造・機能
⑩ 自律神経の構造・機能
⑪排泄器の構造・機能
⑫生殖器の構造・機能
⑬視覚 と聴覚の構造・機能
⑭嗅覚 と味覚の構造・機能
⑮内分泌器の構造・機能
⑬ 内分泌器の腺の位置 とホルモ ンの放出
1つの授業は 2時間の講義 と2時間の演習合計 32時間の講義 と
32時間の演習 となつている。
(4)「乳幼児病理の内容」3単位
①乳幼児の疾病、発生率
②乳幼児の呼吸器病
③乳幼児の消化器病
④乳幼児の循環器病
⑤乳幼児の感染病
⑥乳幼児の感覚器病
⑦乳幼児の精神病
③乳幼児の保健・維持・相談
1つの授業は 4時間の講義 と4時間の演習合計 32時間の講義 と
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32時間 の 演 習 と な っ て い る。
5。 教 育 課 程 の 整 備 上 の 課 題
2013年に 作 成 して い る 特 別 教 育 教 員 養 成 の 教 育 課 程 を 実 行 し
て い く に あ た つ て 現 在 直 面 され て い る 問 題 に つ い て MNUEの担
当 教 員 2名に 聞 き 取 りを行 つ た 。 聞 き 取 りの 期 間 は 2016年8月
30日か ら 9月 16日で あ る。 概 要 を 以 下 に 示 す 。
(1)教員 Aのイ ン タ ビ ュ ー の 概 要
教 員 Aは、教 育 課 程 を 提 案 した 後 に 直 面 して い る課 題 は 以 下 の
こ とで あ る と指 摘 して い る。
① 外 国 か ら学 ぶ
モ ン ゴル 国 内 の 現 状 で は 、 社 会 の 発 展 の み な らず 、 大 学 教 育 に
お い て も発 展 途 上 の 段 階 で あ る。 そ の た め 、 日本 の 教 員 養 成 系 大
学 の 中 で 、 特 別 支 援 援 教 育 分 野 の 教 育 課 程 に つ い て は 、 大 学 教 育
を 中 心 に 設 置 され て い る 大 学 と、 大 学 院 教 育 に 重 点 を 置 い て 設 置
され て い る 大 学 の そ れ ぞ れ で 実 施 され て い る 教 育 課 程 を 検 討 す
る こ とが 重 要 で あ る。 今 の と こ ろ 、 授 業 科 目名 に つ い て は 、 韓 国
の 大 学 を 参 考 に 決 定 して い る。 日本 の 大 学 か ら も参 考 に す る こ と
が 望 ま しい 。
② シ ラ バ ス の 未 整 備
専 門 科 目の うち 、 幾 つ か の 科 目に つ い て は 、 実 際 の 授 業 内 容 が
未 整 備 の 状 態 で あ る。 具 体 的 に は 、 専 門 科 目 15科目の うち 、 授
業 内 容 の 整 備 が 完 了 して い る の は 9科日、 設 備 中 が 3科日、 未 整
備 が 3科日 と の こ と で あ る。 以 下 授 業 内 容 の 整 備 状 況 と して は 、
整 備 中 の 理 学 療 法 、情 緒 。問 題 障 害 児 教 育 、視 覚 障 害 児 育 で あ る。
未 整 備 に は 手 話 、 芸 術 療 法 、 作 業 療 法 、 視 覚 障 害 児 育 で あ る。 整
備 中 3つの 科 目 に つ い て は 、 教 員 が 教 育 課 程 を 作 成 す る経 験 が 少
な い た め 、 ど の よ うな 授 業 計 画 を 立 て る か 検 討 す る 必 要 が あ る未
整 備 3つの 科 目 に つ い て は 、 現 在 教 員 が い な い 状 態 で あ る。
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(2)教員 Bのイ ン タ ビ ュ ー の 概 要
教 員 Bは、 教 育 課 程 を 提 案 した 後 に 直 面 して い る課 題 は 以 下 の
こ とで あ る と指 摘 して い る。
① 学 生 育 成 に 関 す る課 題
MNUEにお い て 、特 別 教 育 を 専 門 とす る コー ス を 開 始 す る に あ た
つ て 、 教 育 課 程 を 提 案 した 担 当 の 教 員 た ち は 、 科 目内 容 や 学 生 が
身 に つ け る べ き とす る 特 別 教 育 に 関 す る 知 識 と して 作 成 した 。 し
か し、 幾 つ か の 科 目に 関 して は 資 料 や 教 科 書 が 不 十 分 で あ る。 そ
の た め 、 今 後 に 向 け て 教 科 書 や 資 料 を 早 急 に購 入 す べ き で あ る。
(英語 の 教 科 書 が 望 ま しい)詳しい 内 容 や 理 論 に 関 す る 資 料 作 成
に は 教 員 た ち が チ ー ム 組 ん で 作 成 す る べ き で あ る。
障 害 種 別 に よ っ て 、 障 害 児 を 指 導 す る に は 、 そ れ ぞ れ の 領 域 に
関 す る 専 門 的 な 教 育 方 法 が 必 要 で あ る。 そ の 教 育 方 法 が ど の よ う
な も の か 我 々 教 員 た ち も ま だ わ か らな い 状 態 で い る。 教 育 で き て
い な い 。 教 員 た ち を 専 門 ご と に研 修 させ る必 要 が あ る。
教 材 、 教 科 書 、 機 材 は 特 定 の も の で あ る べ き で 、 幅 広 い 材 料 を
教 育 に 使 うべ き で あ る が 、 現 在 そ の よ うな も の が な い た め 、 抽 象
的 な 授 業 作 り と な つ て い る。 具 体 的 な 道 具 や 教 材 に 基 づ く授 業 ク
ラ ス を 作 る と効 果 的 で あ る と推 測 して い る。 必 要 な 道 具 が あ る研
修 室 と機 材 が た く さ ん あ る研 究 室 を 開 く こ と を 望 ん で い る。
② 教 育 指 導 法 に 関 す る い くつ か の 課 題
調 査 を 進 め て 、 多 様 な ケ ー ス を扱 う可 能 性 を 見 つ け 出 す 、 エ ビ
デ ン ス に 基 づ く教 育 実 践 政 策 を 行 うに は 外 国 の 教 員 た ち の 協 力
を 得 る。 専 門 的 な 知 識 を 有 す る必 要 が あ る。
障 害 別 に 関 す る 検 査 法 を モ ン ゴル 語 に 訳 す 必 要 が あ る。
35
障 害 児 に 日常 生 活 指 導 を す る 、職 業 教 育 を 指 導 す る た め の 教 育 課
程 を 作 成 す る。
特 別 教 育 に 関 す る行 政 の 対 策 で あ る シ ス テ ム 改 善 が 必 要 、 法 律
を 改 善 す る た め の 社 会 へ の 影 響 を 与 え る活 動 を 行 う。 卒 業 生 に 対
して 、 就 労 に 向 け た 段 階 的 な 計 画 を 立 て て 、 活 動 に 取 り組 む 必 要
が あ る。
特 別 教 育 教 員 養 成 教 育 課 程 は ま だ 模 索 段 階 で あ る。
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第 3章
第 1節
日本 の特 別 支援 学校 教 員養 成教 育課 程 に つ いて
日本 の特 別 支援 教 育
1。 特 別 支 援 学 校 史
1878年、「京 都 盲 唖 院 」 設 立 。
1921年、 肢 体 不 自 由 児 施 設 「柏 学 園 」 設 立 。
1932年、 公 立 肢 体 不 自 由 児 学 校 「東 京 市 立 光 明 学 校 」 設 立 。
「肢 体 不 自 由 児 教 育 は 、 光 明 学 校 の み で した が 、 い く つ か の 県 で
は 、 小 学 校 に 肢 体 不 自 由 児 の 特 別 な 学 級 を 設 け 、 身 体 虚 弱 児 や 知
的 障 害 児 の 学 級 と併 設 し、 戦 前 に お い て 、 お よ そ 14の肢 体 不 自
由 学 級 に 100名前 後 の 児 童 が 在 籍 して い た 。さ ら に 、養 護 学 級 は 、
1932年に は 全 国 87学級 、 収 容 児 童 2,935名で あ つ た も の が 、 同
1942年に は 1,616学級 、64,891名に 達 して い ま した 。」 (国立 特
別 支 援 教 育 総 合 研 究 所 か ら引 用 、2016年12月閲 覧 )
1940年、 最 初 の 公 立 知 的 障 害 児 学 校 「大 阪 市 立 思 斉 学 校 」 設 立
1942年、 高 木 憲 次 に よ り、「東 京 整 肢 療 護 園 」 開 園 。
1948年、 盲 ・ 聾 学 校 の 義 務 制 実 施 。
1950年、 公 立 病 弱 養 護 学 校 「門 司 市 立 白野 江 養 護 学 校 」 創 設 。
1954年、「盲 学 校 ・ 聾 学 校 及 び 養 護 学 校 へ の 就 学 奨 励 に 関 す る 法
律 」 公 布 。
1979年、 養 護 学 校 の 義 務 制 実 施 。
1993年、 通 級 に よ る 指 導 開 始 。
1998年、 義 務 教 育 学 校 教 員 免 許 取 得 者 に 対 す る 介 護 体 験 義 務 化 。
2001年、21世紀 の 特 殊 教 育 の 在 り方 に つ い て 最 終 報 告 。
2003年、 今 後 の 特 別 支 援 教 育 の 在 り方 に つ い て 最 終 報 告 。
2004年、 小 。中 学 校 に お け る LD(学習 障 害 )、 ADHD(注意
欠 陥 /多動 性 障 害 )、 高 機 能 自 閉 症 の 児 童 生 徒 へ の 教 育 支 援 体 制 の
た め の ガ イ ドラ イ ン発 表 。
2005年、「発 達 障 害 者 支 援 法 」 実 施 。
2006年、学 校 教 育 法 等 の 一 部 改 正 に よ り、特 別 支 援 教 育 の 位 置 付
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け 開1夕台。
2007年、 特 別 支 援 教 育 の 推 進 に つ い て
2009年、「特 別 支 援 学 校 学 習 指 導 要 領 」
2015年度 )。
(通知 )。
改 訂 (東京 ア カ デ ミー 編 ,
2.特別 支 援 教 育 の 理 念
文 部 科 学 省 「特 別 支 援 教 育 の 推 進 に つ い て (通知 )」 (2007)」
に よ る と、 特 別 教 育 と は 、 障 害 の あ る幼 児 児 童 生 徒 の 自 立 や 社 会
参 加 向 け た 主 体 的 な 取 り組 み を 支 援 す る とい う視 点 に 立 ち 、 幼 児
児 童 生 徒 一 人 一 人 の 教 育 的 な ニ ー ズ を 把 握 し、 そ の 持 て る 力 を 高
め 、 生 活 や 学 習 上 の 困 難 を 改 善 又 は 克 服 す る た め 、 適 切 な 指 導 及
び 必 要 な 支 援 を 行 う も の で あ る と指 摘 した 。ま た 、文 部 科 学 省 は 、
特 別 支 援 教 育 は 、 これ ま で の 特 殊 教 育 の 対 象 の 障 害 だ け で な く 、
知 的 な 遅 れ の な い 発 達 障 害 も含 め て 、 特 別 な 支 援 を 必 要 とす る幼
児 児 童 生 徒 が 在 籍 す る 全 て の 学 校 に お い て 実 施 さ れ る の で あ る
と発 表 した 。
学 校 教 育 法 の 一 部 改 正 に よ り、2007年4月か ら、 こ れ ま で の 特
殊 教 育 に 変 わ り特 別 支 援 教 育 が ス タ ー トした 。 特 殊 教 育 で は 、 障
害 の 種 類 や 程 度 に 応 じ、 特 別 な 場 で 教 育 が 行 わ れ て い た が 、 特 別
支 援 教 育 で は 、 知 的 な 遅 れ の な い 発 達 障 害 も含 め て 、 障 害 に よ り
特 別 な 支 援 を 必 要 とす る幼 児 児 童 生 徒 が 在 籍 す る幼 稚 園 、 小 学 校 、
中 学 校 、 高 等 学 校 、 中 等 教 育 学 校 及 び 特 別 支 援 学 校 の 全 て の 学 校
に お い て 実 施 され る こ と に な つ た 。
3.特別 支 援 学 校 の 目的
学 校 教 育 法 第 72条に は 、 次 の よ うに 特 別 支 援 学 校 の 目的 が 示
され て い る。
特 別 支 援 学 校 は 、 視 覚 障 害 者 、 聴 覚 障 害 者 、 知 的 障 害 者 、 肢 体
不 自 由 者 又 は 病 弱 者 (肢体 病 弱 者 含 む 。 以 下 同 じ。)に対 して 、
幼 稚 園 、 小 学 校 、 中 学 校 又 は 高 等 学 校 に 準 ず る 教 育 を 施 す る と と
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も に 、 障 害 に よ る 学 習 上 又 は 生 活 上 の 困 難 を 克 服 し 自 立 を 図 る た
め に 必 要 な 知 識 技 能 を 受 け る こ と を 目的 とす る。
日本 の 文 部 科 学 省 に よ る と、 障 害 の あ る 子 ど も に つ い て は 、 そ
の 能 力 や 可 能 性 を 最 大 限 に 伸 ば し、 自立 し、 社 会 参 加 す る た め に
必 要 な 力 を 培 うた め 、 一 人 一 人 の 教 育 的 ニ ー ズ を 把 握 し、 特 別 な
配 慮 の 下 に 、 適 切 な 教 育 を 行 う必 要 が あ る。
こ の た め 、 障 害 の 状 態 に 応 じ、 特 別 支 援 学 校 や 小 ・ 中 学 校 の 特 別
支 援 学 級 、 あ る い は 通 級 に よ る指 に お い て 特 別 の 教 育 課 程 、 少 人
数 の 学 級 編 制 、 特 別 な 配 慮 の 下 に 作 成 され た 教 科 書 、 専 門 的 な 知
識 。経 験 の あ る 教 職 員 、 障 害 に 配 慮 した 施 設 ・ 設 備 な ど を 活 用 し
て 指 導 が 行 わ れ て い る。
ま た 、通 級 に よ る 指 導 に つ い て 、2006年4月か ら学 校 教 育 法 等
の 一 部 改 正 を した 。 中 に は 、発 達 障 害 に 関 して は 、LD o ADHDの児
童 生 徒 に 対 し、 教 育 的 支 援 を 適 切 に 行 うた め 、 新 た に LD O ADHD
の 児 童 生 徒 を 通 級 に よ る 指 導 の 対 象 に位 置 づ け て い る。 した が つ
て 、 前 述 の 特 別 支 援 学 校 の 対 象 障 害 種 を ま と め る と、 次 の よ うに
な る。
障 害 程 度 と は 、 学 校 教 育 法 施 行 令 第 22条3によ る と、
① 視 覚 障 害 者
両 眼 の 視 力 が お お む ね 0.3未満 の も の 又 は 視 力 以 外 の 視 機 能
障 害 が 高 度 の も の の うち 、 拡 大 鏡 等 の 使 用 に よ つ て も通 常 の 文
字 、図 形 等 の 視 覚 に よ る認 知 が 不 可 能 又 は 著 し く困 難 な 程 度 の
も の
② 聴 覚 障 害 者
両 耳 の 聴 カ レベ ル が お お む ね 60デシ ベ ル 以 上 の も の の うち 、
補 聴 器 等 の 使 用 に よ つ て も 通 常 の 話 声 を 解 す る こ と が 不 可 能
又 は 著 し く 困 難 な 程 度 の も の
③ 知 的 障 害 者
― 知 的 発 達 の 遅 滞 が あ り、 他 人 との 意 思 疎 通 が 困 難 で 日常 生 活
を 営 む の に 頻 繁 に 援 助 を 必 要 とす る程 度 の も の
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一 知 的 発 達 の 遅 滞 の 程 度 が 前 号 に 掲 げ る 程 度 に 達 し な い も の の
うち 、 社 会 生 活 へ の 適 応 が 著 し く困 難 な も の
④ 肢 体 不 自 由 者
一 肢 体 不 自 由 の 状 態 が 補 装 具 の 使 用 に よ っ て も 歩 行 、 筆 記 等 日
常 生 活 に お け る 基 本 的 な 動 作 が 不 可 能 又 は 困 難 な 程 度 の も の
― 肢 体 不 自 由 の 状 態 が 前 号 に 掲 げ る程 度 に 達 しな い も の の うち 、
常 時 の 医 学 的 観 察 指 導 を 必 要 とす る 程 度 の も の
⑤ 病 弱 者
一 慢 性 の 呼 吸 器 疾 患 、 腎 臓 疾 患 及 び 神 経 疾 患 、 悪 性 新 生 物 そ の
他 の 疾 患 の 状 態 が 継 続 して 医 療 は 又 は 生 活 規 制 を 必 要 とす る
程 度 の も の
一 身 体 虚 弱 の 状 態 が 継 続 し て 生 活 規 制 を 必 要 とす る 程 度 の も
の
第 2節 日本 の特 別 支 援教 育教 員養 成制 度
1.特別 支 援 教 育 の 教 員 免 許 史
池 谷 (2013)によ る と、現 在 の 特 別 支 援 学 校 教 員 の 教 員 養 成 は 、
1903年東 京 盲 唖 学 校 に 設 置 され た 教 員 練 習 科 が 哺 矢 と な っ て い
る。 そ の 後 、 東 京 盲 学 校 と東 京 聾 唖 学 校 の 師 範 科 、 師 範 部 と な る
が 、 戦 前 の 教 員 養 成 は こ の 二 機 関 の み で あ つ た と述 べ て い る。
さ ら に 、後 の 教 員 養 成 は 、1947年の 新 制 大 学 発 足 に 伴 い 、国 立
盲 教 育 学 校 と国 立 聾 教 育 学 校 が 東 京 教 育 大 学 に 併 置 され 、 続 い て
1951年に 東 京 教 育 大 学 教 育 学 部 に 特 殊 教 育 学 科 及 び 特 設 教 員 養
成 部 が 設 置 され る こ と で 、盲 学 校 教 諭 免 許 状 、聾 学 校 教 諭 免 許 状 、
養 護 学 校 教 論 免 許 状 を 取 得 す る 教 員 の 養 成 が 動 き 出 し た と 示 し
て い る。
1949年の 教 育 職 員 免 許 法 で は 、特 殊 教 育 諸 学 校 で あ る 盲 ・ 聾 ・
養 護 学 校 の 教 員 免 許 状 は 、 小 ・ 中 。高 の 教 員 免 許 状 を 「基 礎 免 許
状 」 とす る こ と に 対 して 、「付 加 免 許 状 」 と して 位 置 づ け られ 、
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こ の 二 つ の 教 員 免 許 状 を保 有 す る こ とが 定 め られ た (第3条第 3
項 )。
2001年よ り、 特 殊 教 育 諸 学 校 教 員 免 許 状
2005年よ り、 特 別 支 援 学 校 教 員 一 種 免 許 状 (26単位 )の教 育
課 程 に な つ た 。
2007年よ り、① 「教 育 総 合 免 許 」 と 「学 校 総 合 免 許 」 の 二 種 類
の 免 許 モ デ ル 、 ② 養 成 大 学 の 実 態 に 応 じた 「単 一 障 害 ベ ー ス 型 、
複 数 障 害 ベ ー ス 型 、 全 障 害 対 応 型 」 の 3タイ プ の カ リキ ュ ラ ム モ
デ ル 、 ③ 専 門 性 に 対 応 した ノ ン カ テ ゴ リー 型 モ デ ル 科 日 と障 害 対
応 科 日 と の 両 立 、 ④ 単 位 数 増 に 対 応 して 基 礎 に 関 す る 科 目 を 教 職
科 目に す る 可 能 性 の 検 討 、 ⑤ 履 修 単 位 数 モ デ ル と して は 、 基 礎 4
～8単位 、 心 理 ・ 病 理 6～10単位 、 支 援 方 法 6～14単位 とす る計
30単位 と して 、各 大 学 の 特 色 を 生 か した 「得 意 分 野 づ く り」 が 実
施 され た 。
2.特別 支 援 学 校 教 育 教 員 養 成 教 育 課 程
現 在 、 文 部 科 学 省 に よ る と 、「幼 稚 園 、 小 学 校 、 中 学 校 、 高 等
学 校 の 教 員 は 、 原 則 と して 、 学 校 の 種 類 ご と の 教 員 免 許 状 が 必 要
で あ る。 中 学 校 又 は 高 等 学 校 の 教 員 は 種 類 及 び 教 科 ご との 教 員 免
許 状 が 必 要 」 と指 摘 され て い る。
特 別 支 援 学 校 の 教 員 の 場 合 は 、 特 別 支 援 学 校 と特 別 支 援 学 校 の
各 部 (幼稚 部 。小 学 部 ・ 中 学 部 ・ 高 等 部)に相 当 す る 学 校 種 の 両
方 の 教 員 免 許 状 が 必 要 で あ る。
文 部 省 に よ つ て 「教 員 免 許 法 基 本 要 綱 案 」 は 1947年10月29
日付 け で 、 さ らに 「教 員 の 免 許 状 の 種 類 案 」 も 11月1日付 け で
ま とめ られ て い る (佐藤 等 ,2014)。
1949年に 制 定 され た 「教 育 職 員 免 許 法 」及 び 「免 許 法 」 に 基 づ
い て 今 の 「特 別 支 援 学 校 教 員 免 許 状 」 が 実 施 され る。
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従 来 、 盲 学 校 ・ 聾 学 校 ・ 養 護 学 校 ご と に 分 け られ て い た 教 員 の
免 許 状 は 学 校 教 育 法 等 の 一 部 改 正 (平成 19年4月施 行 )によ り、
特 別 支 援 学 校 の 教 員 の 免 許 状 に 一 本 化 した 。
特 別 支 援 学 校 教 諭 1種免 許 状 5領域 (知的 障 害 者 。肢 体 不 自由者 。
病 弱 者 。視 覚 障 害 者 ・ 聴 覚 障 害 者)の科 目群 、 単 位 は 以 下 の 通 り、
免 許 法 施 行 規 則 に 定 め て い る。
教 育 職 員 免 許 法 で は 、 第 七 条 免 許 法 別 表 第 一 に 規 定 す る 特 別
支 援 学 校 教 諭 の 普 通 免 許 状 の 授 与 を 受 け る 場 合 の 特 別 支 援 教 育
に 関 す る科 目の 単 位 の 修 得 方 法 は 、 表 11で以 下 に 記 す 。
表 11の、特 別 支 援 学 校 教 論 の 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 科 目 と単 位
の 内 容 は 教 育 職 員 免 許 法 に よ り取 得 単 位 と科 目 が 決 め られ て い
る。第 1欄は 特 別 支 援 教 育 の 基 礎 理 論 に 関 す る科 目計 2単位 で あ る。
第 2欄は 特 別 支 援 学 校 領 域 に 関 す る科 目 :心身 に 障 害 の あ る幼 児 、
児 童 又 は 生 徒 の 心 理 、 生 理 及 び 病 理 の 関 す る科 目計 14単位 と心 身
に 障 害 の あ る幼 児 、 児 童 又 は 生 徒 の 教 育 課 程 及 び 指 導 法 に 関 す る科
目計 14単位 で あ る。 第 3欄は免 許 状 に 定 め られ る こ と とな る特 別
支 援 教 育 領 域 以 外 の領 域 に 関 す る科 目 :心身 に 障 害 の あ る幼 児 、 児
童 又 は 生 徒 の 心 理 、 生 理 及 び 病 理 に 関す る科 日 と心 身 に 障 害 の あ る
幼 児 、 児 童 又 は 生 徒 の 教 育 課 程 及 び 指 導 法 に 関 す る科 目計 6単位 で
あ る。 第 4欄は 心 身 に 障 害 の あ る幼 児 、 児 童 又 は 生 徒 に つ い て の教
育 実 習 計 3単位 で あ る。 以 上 、 必 修 科 目合 計 39単位 で あ る。
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表 9 特 別 支 援 学 校 教 論 の 特 別 支 援 教 育 に 関 す る科 目 と単 位
備 考
一 第 一 欄 に掲 げ る科 目は 、 特 別 支 援 学 校 の 教 育 に係 る、 心 身 に障
害 の あ る幼 児 、 児 童 又 は 生 徒 に つ い て の教 育 の 理 念 並 び に教 育 に 関
す る歴 史 及 び 思 想 並 び に 心 身 に 障 害 の あ る幼 児 、 児 童 又 は 生 徒 に つ
い て の 教 育 に係 る社 会 的 、制 度 的 又 は経 営 的 事 項 を含 む もの とす る。
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特別支援学校 教諭
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口 知 的 障 害 者 、 肢 体 不 自由者 又 は病 弱 者 (身体 虚 弱 者 を含 む 。
以 下 同 じ。)に関 す る教 育 の領 域 を 定 め る免 許 状 の 授 与 を受 け よ う と
す る場 合 に あ つ て は 、 当該 領 域 に 関 す る心 理 等 に 関 す る科 目及 び 当
該 領 域 に 関 す る教 育 課 程 等 に 関 す る科 目に つ い て 合 わ せ て 四 単位
(二種 免 許 状 の 授 与 を受 け る場 合 に あつ て は 二 単 位)以上 (当該 心
理 等 に 関 す る科 目に係 る一 単位 以 上 及 び 当該 教 育 課 程 等 に 関 す る科
目に係 る二 単位 (二種 免 許 状 の 授 与 を受 け る場 合 に あ つ て は 一 単位 )
以 上 を含 む 。)
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第 3節 大 阪教 育 大 学 の特 別 支援教 育教 員養 成課 程
1.大阪 教 育 大 学 (以下 OKU)
関西 の 連 合 大 学 の機 関 中 心 的 な教 育 大 学 で あ る た め 、OKUの特 別
支 援 教 育 の 教 育 課 程 を検 討 す る。な お か つ 、OKUのホ ー ム ペ ー ジ で
教 育 課 程 の 内 容 を全 部 確 認 で き るか らで あ る。
OKUでは 、小 学 校 教 諭 1種免 許 状 と特 別 支 援 学 校 教 諭 1種免 許 状
5領域 (視覚 障 害 。聴 覚 障 害・ 肢 体 不 自由・ 知 的 障 害 ・ 病 弱)の同
時 取 得 が 可 能 で あ る。
前節 で概 観 した 教 育 職 員 免 許 法 に基 づ い て OKUは、 特 別 支 援 教
育 に 関 す る科 日 と単位 を表 12のよ うに説 明 して い る。
表 12の、特 別 支 援 教 育 教 員 養 成 課 程 は 、教 育 職 員 免 許 法 に よ り
定 め られ た 取 得 単 位 と科 目 を 基 に して OKUが作 成 した 特 別 支 援 教
育 専 門 科 目の 履 修 及 び 開 講 基 準 表 を基 に筆 者 が 作 成 した。 そ の 内容
と して 、 第 1欄は 特 別 支 援 教 育 総 論 、障 害 理 解 教 育 論 、 イ ン クル ー
シ ブ教 育 シ ス テ ム 基 礎 論 で あ る。第 2欄は視 覚 障 害 ア セ ス メ ン ト論 、
聴 覚 障 害 ア セ ス メ ン ト論 、 視 覚 障 害 心 理 、 視 覚 生 理 ・ 病 理 、 聴 覚 障
害 心 理 、聴 覚 音 声 生 理 。病 理 、 知 的 障 害 者 の 心 理 ・ 生 理 ・ 病 理 、肢
体 不 自由者 の 心 理 。生 理 ・ 病 理 、 病 弱 病 弱 者 の 心 理 ・ 生 理 ・ 病 理 、
障 害 児 ア セ ス メ ン ト論 、 病 弱 者 の 心 理 と健 康 行 動 学 、
手 話 学 習 の 基 礎 、 視 覚 障 害 教 育 、聴 覚 障 害 教 育 、 知 的 障 害 教 育 、 肢
体 不 自由教 育 、 病 弱 教 育 、 点 字 指 導 法 、 歩 行 指 導 法 、 言 語 指 導 法 、
障 害 児 の キ ャ リア 教 育 、 視 覚 障 害 指 導 論 、 聴 覚 障 害 指 導 論 、 知 的 障
害 指 導 論 、 肢 体 不 自由指 導 論 、 病 弱 指 導 論 で あ る。 第 3欄は 障 害 者
の 心 理 ・ 生 理 ・ 病 理 、 特 別 支 援 教 育 実 践 論 、 特 別 支 援 教 育 コー デ ィ
ネ ー ター 基 礎 論 、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン授 業 論 、 発 達 障 害 指 導 論 、
言 語 障 害 教 育 、 発 達 障 害 教 育 、 重 複 障 害 教 育 で あ る。 第 4欄は 特 別
支 援 教 育 実 習 で あ る。
45
表 10 特 別 支 援 教 育 教 員 養 成 課 程
免 許 法 施 行 規 則 の 区 分 OKU
特 別 支 援 教 育 領 域 等 特 別 支 援 教 育 専 門 科 目
第 1欄 特 別 支 援 教 育 総 論?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? 障 害 理 解 教 育 論
インクル ー シブ教 育 システム 基 礎 論
第 2欄 視 覚 障 害 視 覚 障 害 アセスメント論
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
聴 覚 障 害 聴 覚 障 害 アセスメント論
視 覚 障 害 視 覚 障 害 心 理
視 覚 障 害 視 覚 生 理・病 理
聴 覚 障 害 聴 覚 障 害 心 理
聴 覚 障 害 聴 覚 音 声 生 理・病 理
知 的 障 害 知 的 障 害 者 の 心 理・生 理・病 理
肢 体 不 自 由 肢 体 不 自 由者 の 心 理・生 理・病 理
塀着ヨ弓 病 弱 者 の 心 理・生 理・病 理
知 的 障 害 障 害 児 アセスメント論
罪着ヨ弓 病 弱 者 の 心 理 と健 康 行 動 学
聴 覚 障 害 手 話 学 習 の 基 礎
視 覚 障 害 視 覚 障 害 教 育
聴 覚 障 害 聴 覚 障 害 教 育
知 的 障 害 知 的 障 害 教 育
肢 体 不 自 由 肢 体 不 自 由 教 育
罪村弓] 病 弱 教 育
視 覚 障 害 点 字 指 導 法
視 覚 障 害 視 覚 障 害 歩 行 指 導 法
聴 覚 障 害 言 語 指 導 法
肢 体 不 自 由 障 害 児 の キ ャリア教 育
視 覚 障 害 視 覚 障 害 指 導 論
聴 覚 障 害 聴 覚 障 害 指 導 論
知 的 障 害 知 的 障 害 指 導 論
肢 体 不 自 由 肢 体 不 自 由 指 導 論
病 弱 罪青ヨ]キ旨4ヨ命
第 3欄 L・1腹 障 害 者 の 心 理・生 理・病 理
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
L・4復 特 別 支 援 教 育 実 践 論
複 特 別 支 援 教 育 コー ディネー ター 基 礎 論
L ユ ニバ ー サ ル デ ザ イン授 業 論
※ L 発 達 障 害 指 導 論
L 言 語 障 害 教 育
L 発 達 障 害 教 育
L 重複 障 害 教 育
第4欄 特 別 支 援 教 育 実 習
?
?
?
? 障 害 児 研 究 法 I
障 害 児 研 究 法 Ⅱ
注 :L・複 (Learing DisabiHty・重 複 )
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2.授業 シ ラ バ ス
第 2章の 第 2節 (3)に述 べ た 7つの 科 目の シ ラ バ ス に 照 ら し
合 わ せ て 紹 介 す る OKUにお け る 7つの 授 業 の シ ラ バ ス の 一 部 は
以 下 の 通 りで あ る。
(1)特別 支 援 教 育 総 論
教 師 に と っ て 必 要 と され る 障 害 観 0人間 観 に つ い て 歴 史 的 変 遷
を踏 ま え て 捉 え た 後 、 特 別 支 援 教 育 の エ ッセ ン ス と最 新 の 動 向 を
伝 え る。 特 に 、 イ ン クル ー シ ブ 教 育 シ ス テ ム を 構 築 す る 上 で ポ イ
ン トと な る 合 理 的 配 慮 、 基 礎 的 環 境 整 備 、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン
の 教 育 に つ い て も 、 新 た な 視 点 に 基 づ き 講 義 を 行 う。 さ ら に 、 附
属 特 別 支 援 学 校 等 で 観 察 実 習 を 行 つ た 後 、 特 別 支 援 教 育 の 授 業 づ
く りの ポ イ ン トに つ い て 講 義 す る。 本 講 義 は 、 特 別 支 援 教 育 の 理
念 、 制 度 、 教 育 内 容 ・ 方 法 の 全 体 像 を ふ ま え た エ ッセ ン ス が わ か
る 中 身 と な つ て い る。
(2)知的 障 害 教 育
特 殊 教 育 か ら特 別 支 援 教 育 へ の 流 れ の 中 で 、 これ ま で の 知 的 障
害 教 育 の 成 果 を 踏 ま え な が ら,主に 知 的 障 害 教 育 に お け る教 育 課
程 や 指 導 法 に つ い て 講 義 す る。
(3)聴覚 障 害 教 育
聴 覚 に 障 害 を 有 す る 乳 幼 児 ・ 児 童 生 徒 の 教 育 支 援 に 関 す る基 礎
的 基 本 的 な 知 識 理 解 に 基 づ い て,より発 展 的 な 知 識 と教 育 支 援 の
た め の 具 体 的 な 方 法 を 獲 得 す る。 ま た,特別 支 援 教 育 に お け る聴
覚 障 害 を 有 す る 乳 幼 児 ・ 児 童 生 徒 の 教 育 支 援 の 現 状 と課 題 を 理 解
す る。
(4)肢体 不 自 由 教 育
① 体 不 自 由 の あ る 子 ど も の 教 育・福 祉 に お け る歴 史 的 背 景 を 学
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び 、 今 日的 課 題 が 理 解 で き る こ と。
② 肢 体 不 自 由 を 対 象 とす る 学 校 教 育 の 現 状 を 学 び 、 障 害 の 理 解 と
教 育 的 指 導 ・ 支 援 の 方 法 を 理 解 で き る こ と。
③ 肢 体 不 自 由 教 育 に お け る 具 体 的 な 授 業 の 展 開 に つ い て 実 際 の
見 学 及 び 授 業 を 学 び 、 学 習 指 導 計 画 や 模 擬 授 業 に 応 用 で き る こ
と。
④ 肢 体 不 自 由 の あ る 人 へ の 合 理 的 配 慮 や 情 報 の ICTの活 用 な ど を
学 び 、 そ の 応 用 が で き る こ と。
① 体 不 自 由 者 の 社 会 参 加 の 在 り方 に つ い て 学 び 、教 育 と社 会 、福
祉 と医 療 な ど の 連 携 の 在 り方 に つ い て 理 解 す る こ と。
(5)発達 障 害 教 育
発 達 障 害 (学習 障 害 、注 意 欠 如・多 動 症 、自 開 ス ペ ク トラ ム 症 、
発 達 性 協 調 運 動 症)のあ る児 童 が 示 す 困 難 さ に つ い て 、 事 例 な ど
を 通 して 、 個 々 の 特 徴 に 応 じた 指 導 ・ 支 援 を 講 義 ・ 討 論 す る。
(6)視覚 障 害 教 育
視 覚 障 害 教 育 が 直 面 し て い る 諸 問 題 に つ い て 理 論 及 び 実 践 研
究 を通 して 理 解 を 深 め 、 視 覚 障 害 教 育 の あ り方 を 検 討 す る こ と を
目標 とす る。
(7)知的 障 害 者 の 心 理・ 生 理 ・ 病 理
知 的 障 害 者 の 心 理 、 知 的 障 害 の 原 因 とな る 疾 患 の 代 表 的 な も の 、
大 脳 の 生 理 ・ 解 剖 の 基 礎 的 知 識 を 得 る。
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第 4章
第 1節
モ ンゴル にお ける特 別教 育教 員養 成教 育課 程 に お け
る課 題 と展 望
両 国 の特 別支 援教 育教 員養 成教 育課 程 の異 同
1.MNUEとOKUにお け る 内 容 が 共 通 す る と考 え られ る 科 目
授 業 内 容 を 見 る と、MNUEとOKUには 、表 現 は 違 うが 共 通 して
い る授 業 科 目 が あ る と推 測 され る。 そ の 内 容 は 、「特 別 心 理 学 」
と 「障 害 者 の 心 理 ・ 生 理 0病理 」、「イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 」 と 「イ
ン クル ー シ ブ 教 育 シ ス テ ム 基 礎 論 」、「知 的 障 害 児 教 育 」 と 「知 的
障 害 教 育 」、「視 覚 障 害 児 教 育 」 と 「視 覚 障 害 教 育 」、「聴 覚 障 害 児
教 育 」 と 「聴 覚 障 害 教 育 」、「特 別 教 育 概 論 」 と 「特 別 支 援 教 育 総
論 」、「運 動 。重 複 障 害 児 教 育 」 と 「肢 体 不 自 由 教 育 。学 習 障 害 児
教 育 」 や 「情 緒 。問 題 行 動 障 害 児 教 育 」 と 「 自 閉 症 」 が 「発 達 障
害 教 育 」 や 「発 達 障 害 指 導 論 」、「言 語 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 障 害
児 教 育 」 と 「言 語 障 害 教 育 」、「手 話 」 と 「手 話 学 習 の 基 礎 」 の そ
れ ぞ れ が 共 通 して い る。 共 通 して い る理 由 と して 考 え られ る こ と
は 両 国 の 文 化 や 社 会 的 背 景 に 関 わ らず 、 障 害 児 に 関 して 必 要 と さ
れ る か らで あ る 。 両 大 学 の 共 通 科 目 と推 測 され る授 業 を ま と め た
も の を 表 11に示 す 。
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表 1l MNUEとOKUにお け る 内 容 が 共 通 す る と考 え る 科 目
MNUE OKU
特別心理学 障害者の心理・生理・病理
インクルーシブ教育 インクルーシブ教育システム基礎論
知的障害児教育 知的障害教育
視覚障害児教育
視覚障害教育
点字指導法
視覚障害歩行指導法
聴 堂障害 児教 育 聴覚障害教育
特別教育概論 特別支援教育総論
運動・重複障害児教育 肢体不 自由教育
学習障害児教育 発達障害教育
情緒・問題行動障害児教育 発達障害指導論自開症
言語・コミュニケーション障害
児教育
言語障害教育
言語指導法
手 話 手話学習の基礎
特別教育実習 特別支援教育実習
2.MNUEとOKUにお け る 内 容 が 共 通 しな い と考 え る 科 目
MNUEでは あ る が 、 OKUには な い と考 え られ る授 業 は 、 解 剖 生
理 学 、 乳 幼 児 病 理 、 特 別 教 育 歴 史 哲 学 、 特 別 教 育 戦 略 経 営 、 算 数 科
指 導 法 、 国 語 科 指 導 法 、社 会 /日 常 生 活 活 動 (ADL)指導 法 、 自然 科
学 指 導 法 、 保 護 者 ・ 集 団 支 援 、 言 語 療 法 、 理 学 療 法 、 芸 術 療 法 、 作
業 療 法 で あ る。 表 14に示 す 。
ま た 、 逆 に OKUには あ る が 、 MNUEには な い と考 え られ る授 業
は 、 視 覚 障 害 児 ア セ ス メ ン ト論 、 聴 覚 障 害 児 ア セ ス メ ン ト論 、 視 覚
生 理・ 病 理 、聴 覚 音 声 生 理 ・病 理 、知 的 障 害 者 の 心 理・ 生 理 ・病 理 、
肢 体 不 自 由 者 の 心 理 ・ 生 理 ・ 病 理 、 病 弱 者 の 心 理 ・ 生 理 ・ 病 理 、 障
害 児 ア セ ス メ ン ト論 、 病 弱 者 の 心 理 と健 康 行 動 学 、 病 弱 教 育 、 障 害
児 キ ャ リア 教 育 、 特 別 支 援 教 育 コー デ ィネ ー タ ー 基 礎 論 、 ユ ニ バ ー
サ ル デ ザ イ ン 授 業 論 、 重 複 障 害 教 育 で あ る。
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MNUE独自科 目 を 表 12に、 OKU独自科 日は 表 13に示 す 。
表 12 MNUE独自科 目     表 13 0KU独自 科 目
・ 解 剖 生 理 学
0乳幼 児 病 理
・ 特 別 教 育 歴 史 哲 学
・ 特 別 教 育 戦 略 経 営
・ 算 数 科 指 導 法
・ 国 語 科 学 指 導 法
・ 社 会 ノ日 常 生 活 活
(ADL)指導 法
・ 自然 科 学 指 導 法
・ 保 護 者 ・ 集 団 支 援
・ 言 語 療 法
・ 理 学 療 法
・ 芸 術 療 法
・ 作 業 療 法
動
視 覚 障 害 児 ア セ ス メ ン ト論
聴 覚 障 害 児 ア セ ス メ ン ト論
視 覚 生 理 ・ 病 理
0聴覚 音 声 生 理 ・ 病 理
・ 知 的 障 害 者 の 心 理 ・ 生 理・ 病 理
・ 肢 体 不 自 由者 の 心 理 ・ 生 理 ・ 病 理
・ 病 弱 者 の 心 理 ・ 生 理 ・ 病 理
・ 障 害 児 ア セ ス メ ン ト論
・ 病 弱 者 の 心 理 と健 康 行 動 学
・ 病 弱 教 育
・ 障 害 児 キ ャ リア 教 育
・ 特 別 支 援 教 育 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 基 礎 論
0ユニ バ ー サ ル デ ザ イ ン授 業 論
・ 重 複 障 害 教 育
表 12と表 13を見 比 べ る と 、モ ン ゴル の 特 別 教 育 は 、障 害 児 の
こ と を 教 育 的 に 指 導 す る 視 点 で 教 員 養 成 が 行 わ れ て い る に 対 し
て 、 日本 の 特 別 支 援 教 育 は 、 障 害 児 とか か わ る 上 で 必 要 な 基 礎 的
な 知 識 を 習 得 し た 上 で 学 校 に お け る 包 括 的 な 支 援 が 必 要 と され
る 、 心 理 、 生 理 、 病 理 、 ア セ ス メ ン トの 教 育 を 行 つ て い る。
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第 2節 今 後 の課 題 と展 望
1。 モ ン ゴル の 特 別 学 校 教 員 養 成 教 育 課 程 に お け る課 題
① モ ン ゴル で は 、 は じめ て の 特 別 教 育 教 員 養 成 制 度 を 作 成 し養
成 を 開 始 す る こ とが で き た 。 しか し、 さ ら に 様 々 な 障 害 を 持 つ 子
ど も た ち を 対 象 とす る 特 別 教 育 の 教 員 養 成 が 進 み 、 グ ロ ー バ ル 社
会 に 通 用 す る 教 員 の 排 出 が 求 め られ る。 ま た 、 日本 の 教 員 養 成 の
人 数 と比 べ る と 、 モ ン ゴル の 教 育 課 程 か ら排 出 され る 教 員 の 人 数
が 少 な い 。 教 員 の 人 数 を 増 や し、 チ ー ム と して 特 別 教 育 教 員 養 成
の 教 育 課 程 に 取 り組 む べ き で あ ろ う。
① モ ン ゴル で の 、 特 別 教 育 教 員 養 成 教 育 課 程 の 内 容 に つ い て は
「教 育 指 導 法 」 が 中 心 に 行 わ れ て お り、 障 害 児 の ア セ ス メ ン トに
関 す る 授 業 力｀ 十 分 に 行 わ れ て な い と思 わ れ る 。 MNUE に お け る
「知 的 障 害 児 教 育 」 で も子 ど も を 評 価 す る 内 容 が 含 ま れ て い る が
十 分 で は な い 。OKUで行 わ れ て い る WISC‐Ⅳ 、 K‐ABCなど、 国
際 的 な 検 査 法 も 取 り入 れ る 必 要 が あ る の で は な い か 。 大 学 で の
WISC‐Ⅳ 、K‐ABC学び を 通 して 日の 前 に い る 子 ど も の 実 生 活 や で
き る こ との 能 力 を発 見 し、 どの よ うな 資 質 ・ 能 力 の 育 成 が 具 体 的
に 求 め られ る の か 、 そ れ を 特 別 学 校 教 員 養 成 の 教 育 課 程 の 目標 の
一 つ とす る 必 要 が あ る よ うに 考 え る。
2.モン ゴル の 特 別 学 校 教 員 養 成 教 育 課 程 に お け る 展 望
モ ン ゴル で は 、 教 員 資 格 に つ い て は 、 教 育 文 化 科 学 省 令 に よ つ
て 具 体 的 な 施 策 が 定 め られ て お り、4年間 の 教 員 養 成 大 学 の 教 育
課 程 を修 了 した 者 は 、 学 士 教 員 資 格 証 を 受 け る こ と と な る。
MNUEでは 、4年間 で ① 一 般 教 養 科 日、 ② 教 職 教 養 科 日、 ③ 特
別 教 育 専 攻 基 礎 科 日 、 ④ 特 別 教 育 専 攻 科 目 を 修 得 し、「教 員 0特
別 教 育 」 の 学 土 教 員 資 格 証 を 受 け る こ とが で き る も の で あ り卒 業
生 は 主 に 、 ウ ラ ン バ ー トル 市 に 6つあ る 特 別 学 校 に 勤 務 す る 目的
で 養 成 され て い る。
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日本 は 、 教 育 職 員 免 許 法 に よ る 教 員 免 許 制 度 が あ り、 教 員 は 、
原 則 と して 、 学 校 の 種 類 ご と の 教 員 免 許 状 が 必 要 で あ る 。 1949
年 の 教 育 職 員 免 許 法 で は 、 特 殊 教 育 諸 学 校 で あ る 盲 ・ 聾 ・ 養 護 学
校 の 教 員 免 許 状 は 、幼・ 小・ 中 0高の 教 員 免 許 状 を 「基 礎 免 許 状 」
とす る こ と に 対 して 、「付 加 免 許 状 」 と して 位 置 づ け られ 、 こ の
2つの 教 員 免 許 状 を 保 有 す る こ とが 求 め られ た (池谷 ,2013)。そ
の た め に 、OKUでも修 得 で き る免 許 は 、た と え ば 、小 学 校 1種免
許 と特 別 支 援 学 校 1種免 許 の 2つの 教 員 免 許 状 を 取 らな い と特 別
支 援 学 校 現 場 に 勤 務 す る こ とが 出 来 な い 。
モ ン ゴ ル と 日本 の 育 ん で 来 た 文 化 や 教 育 の 積 み 重 ね て き た 歴
史 は 当 然 違 う。 教 育 事 情 や 制 度 の 違 う国 に 対 して 、 日本 の 制 度 は
先 進 国 で あ る か ら合 つ て い る 、 モ ン ゴル の 制 度 は 発 展 途 上 国 で あ
る か ら合 つ て な い と い う も の で は な い 。
しか し、 本 研 究 で 明 らか に な つ た 両 国 に お け る 特 別 支 援 教 育 教
員 養 成 の 教 育 課 程 は 、 障 害 の あ る 子 ど も の 教 育 ニ ー ズ に 応 え る 目
的 で あ る 背 景 か ら 見 る と 、 本 質 的 に は 当 然 同 じだ と考 え られ る。
そ こ で ま ず 、 日本 で は 、2つの 教 員 免 許 を 修 得 す る た め に 、 総
合 的 、 包 括 的 、 そ して 子 ど も の 認 知 発 達 に 応 じた 内 容 で あ る こ と
は も ち ろ ん 、 身 体 0情緒 ・ 道 徳 0社会 的 諸 能 力 ま で 考 慮 した 授 業
を 実 施 す る と こ ろ で あ り、 こ の 点 か ら学 ぶ こ と が 重 要 で あ る。 特
に 、① 障 害 児 の 理 解 と支 援 に 必 要 な 心 理 学 的 ・ 教 育 学 的 な 基 礎 知
識 を 各 障 害 種 別 に 学 ぶ 科 日 と② 障 害 児 の 様 々 な 能 力 を 検 査 す る
ア セ ス メ ン ト論 授 業 取 り入 れ る こ とが 、MNUEにお け る 特 別 教 育
教 員 養 成 に と っ て 重 要 な 展 望 と して あ げ られ る。
MNUEにお け る 特 別 教 育 教 員 養 成 の 教 育 課 程 に は 、モ ン ゴル 教
育 独 自の 歴 史 を も つ て い る 「指 導 法 」 に 関 す る授 業 が 障 害 種 ご と
に 設 け られ て い る こ と は 重 要 な 取 り組 み で あ る と言 え る。
次 に 、MNUEによ る 特 別 教 育 教 員 養 成 の 教 育 課 程 を 卒 業 した 者
は 、 現 在 設 置 され て い る 6つの 特 別 学 校 へ の 勤 務 目的 で 養 成 す る
の で は な く、 通 常 学 校 に 在 籍 して い る特 別 な ニ ー ズ が 必 要 と され
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子 ど も に 指 導 で き る教 員 を 目指 す 教 育 課 程 に も取 り入 れ て い
こ とが欠 かせ な い の で は な い だ ろ うか。
最 後 に 、 モ ン ゴル は 、 特 別 教 育 分 野 に 対 して 、 特 別 教 育 教 員 養
成 の 教 育 課 程 の 効 果 を 上 げ る た め に 「授 業 を 想 定 した 教 育 内 容 の
知 識 (pedagogical knowledge content)」を 中 心 に した 科 目 よ り
も 「実 践 の 研 究 (practice approach)」授 業 の 検 討 を 深 め る 必 要
が あ る 考 え る。
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